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ガバナー公式訪問 クラブ協議会

会長挨拶　天方　智順会長
 皆さま、こんにちは。
吉田ガバナー、よくぞいらっしゃってくださいました。
お待ち申し上げておりました。

 先ほど、会長・幹
事会でしっかりとお
話させていただきま
した。皆さん、ご存
じのとおりすごくや
りにくいお二人かも
しれません。ガバ
ナーはガバナーで役

目があります。私もクラブ会長として役目があります
からこの設えの中では、きっちりやっていこうと思っ
ています。

挨拶　吉田　潤司ガバナー
　皆さん、こんにち
は。公式訪問では多
くの方に本当にお世
話になってどうもあ
りがとうございまし
た。私も回りまして
65クラブ目くらい
から突然、調子が悪

くなりまして大変ひどい風邪を引きましたが、無事に
66までは終わりました。
　今日はこの釧路クラブに来まして、自分のクラブは
すごく緊張しますね。活動計画書を見させてもらった
のですが、突っつく所がないのですよ。これも大変な
のです。そういう意味では非常に緊張してどんなふう
になるか分からないですが、何とか頑張っていきます。
　私は今日、釧路クラブの吉田ではなくて、ガバナー
の吉田として来ましたので、マローニー会長の考え方
をきちっと伝えないといけない。そういう意味では、
皆さま方に失礼なことを言うかもしれません。これは

私の役が言わせたということでお許しいただきたいと
思います。
　私も 2500 地区を何とか回りましたけれど、やはり
釧路クラブが 2500 地区の中では完成したクラブだと
私は思いました。すべての面でよくできていると思い
ます。
　ただ、上には上があります。私は他の地区のクラブ
は見たことがないですし、いわゆる巨大クラブは見た
ことないですけど、少しでもそれに近づけるように、
私たちも頑張っていきたいと思うし、私はマローニー
さんの考えを含めて、皆さまにいろいろとお話をさせ
てもらいたいと思います。今日はどうぞよろしくお願
いいたします。

挨拶　加納　則好　第７分区ガバナー補佐
　皆さま、こんにち
は。よろしくお願い
いたします。今日は
先ほど会長･幹事会
が終わりまして、こ
れからクラブ協議
会、そして例会と長
時間、皆さまにお世

話になります。よろしくお願いいたします。
ただいま、ガバナーもお話されておりましたが 67箇
所目、ようやくホームグラウンド、ホームクラブに帰っ
てまいりました。先週からこの分区の公式訪問ではご
一緒させていただいていますが、さすがにお疲れが出
たのか、先週の２クラブ、３クラブは本当に大変な体
調の中で無事に公式訪問を終わらせていただきまし
た。本当にお疲れさまでございます。
　釧路クラブ様におかれましては、来週、いよいよ本
番の地区大会ということで、おそらく公式訪問どころ
ではないかもしれません。お付き合いをよろしくお願
いいたします。

 
天方　智順　会長

　それでは、私の方
針を述べたいと思い
ます。簡素に３つの
柱だけを。
　スローガンにあり
ますが「コネクト」
というのはマロー
ニー会長のおっしゃ

る「つながる」という意味のコネクトです。次の「ロー
タリーを良く知って」は吉田ガバナーがおっしゃる「知
らずて語らず！」の「知らずて」をかける言葉でして、
積極的にロータリーに参加してより多くのことを知ろ
うという意味で、この文言を入れさせていただきまし
た。そして「大きな輪」、これは会員拡大のことです。
先ほどの会長・幹事会のなかでもありましたが、もっ
と大きな輪を作らなければいけないと改めて思った次
第です。
一読はしませんが、吉田ガバナーは一読されているこ
とと思いますので、私からは以上とさせていただきま
す。

（各委員会からの発表は事業計画書をご参照下さい）

天方　智順会長
　皆さん、ありがとうございます。一通り、ご説明が
終わりました。吉田潤司ガバナーからご講評をお願い
したいと思います。

ご講評　吉田　潤司　ガバナー
　何もありませんと
言って止めるわけに
はいかないので、頑
張ってみます。
本当にうちのクラブ
はやりにくいです
ね。多くのクラブを
回りました時に、ど

こも最盛時の会員から見て６割ぐらいのクラブが多い
のです。そのくらい会員増強はみんな悩んでいました
から、そこについてはかなりの話ができたのです。う
ちのクラブはそういう点も十分できていますし、やは
り活動計画書も歴史と伝統がありますから、よくでき
ていると思いました。
　でも、それで終わるわけにはいかないものですから、
私は会長基本方針で天方会長にも、先ほどの会長・幹
事会でも、少しお話したのですが、2500 地区を回っ

てきて、やっぱりうちのクラブがどうみてもリーダー
クラブなのですね。2500 地区の中で７分区は私も含
めてガバナーの数が
多い。そういう意味
ではいろいろな意味
でリーダーとしての
面もあります。それ
から、会員数も最盛
時から見てほとんど
変化していない。で
も、他の地区を見ますと旭川クラブでも 120 名が最
盛時にいたというのが、今は 70名を切るぐらいの状
況。帯広も似たようなもので、そういう意味からしま
すと、やっぱり 2500 地区に元気をつけるためには、
うちのクラブの立ち位置を相当考えていかないといけ
ないと思うのです。
　そういう意味で天方会長にお願いをしたのですが、
2500 地区の中の釧路クラブということを強く意識し
てほしいと。釧路クラブの会長ということではなくて、
2500 地区のリーダークラブの会長という意識をもっ
て、殻に閉じこもらずにどうしたらうちのクラブが活
性化するか、2500 地区が活性化するか、を考えてい
ただきたい。アバウトな言い方なのですが、そういう
お願いをしました。
　あとは各委員会の活動です。出席委員会で出席率を
調べてみますと７分区では一番良いのです。よくでき
ていまして一生懸命出席しています。90％超えてい
るクラブはたくさんあるのですが、うちのクラブは
90％を超えていないものですから、ぜひ出席率を高
めてもらいたいのがひとつ。新入会員が入りますと必
ず研修委員会で研修しますけど、「ロータリアンの義
務は出席です」と話をしといて、いざ新人がクラブに
来たら「何だ、出席率良くないじゃないか」という話
になりますので、これは皆さん忙しいからクラブの出
席ができなくても、
釧路市内にはたくさ
んのクラブがあっ
て、Ｅクラブのメー
クアップも簡単にで
きます。Ｅクラブの
ホームページ開を
き、500 円でメーク
アップできます。ぜひメークアップで高めていただき
たいと思います。出席委員会で休みがちの人、休んで
いる人について、折りに触れて出てくれるように柔ら
かくお話をしてもらいたいと思います。
　メークアップの起点が変ったということご存じだと
思います。今までは２週間に１回しかメークアップ使
えなかったのですが、これからは１年に最後の月、６
月に全部を使うことができるようになりました。極端

な場合は５月まで休んでいても、６月いっぱいでメー
クアップを山ほどやると 100％出席になれるのです。
ＲＩは何でこんな方法考えたかよく分からないです

が、そういう方法に
なりました。
　これに「地区とし
て方針をどうするの
ですか」という質問
がありました。クラ
ブの自主性がありま
すから、クラブで今

までと同じように２週間に１回の制度にするとか、今
回から改めて１カ月で補填する制度とかありますけ
ど、地区では方針は決めておりません。釧路クラブも
いろいろな方法とりながら２～３年のうちにどれかひ
とつの方法を取るようにして定款細則の中に、うちの
クラブはこう決めましたと書いておくのがいい、と前
回の諮問委員会で出た話であります。
　それから会報委員会です。先ほど清水委員長が「更
新がすごく早くなった」と言いました。これはすごく
大事なことなのです。他のクラブのホームページを見
ても更新していない所もたくさんあります。これは、
更新しないと誰も見なくなってしまいます。更新は間
違いなくするようにお願いしたいと思います。
　それから、『ロータリーの友』です。これ、たぶん
雑誌委員会の委員長には早めに『友』が届いていると

思いますので、雑誌
委員会は月に１回で
も読んでもらいたい
記事の１点か２点を
必ず紹介するよう、
みんなに話をしても
らいたいと思いま
す。私の「知らずて

語らず！」ではないですが、ロータリーを知るために
は『友』も大きなリソースになりますので、ぜひお願
いしたいと思います。
　続きまして、会員増強・会員選考・職業分類委員会
につきましてお話をさせてもらいます。私が感じたの
ですが、うちのクラブって 100 をいつも目標にして
いて 100 維持で満足している感じが少しあるのです
けども。やっぱりクラブはいつも拡大していなきゃ駄
目なのですね。私は国際協議会で研修を受けたときも、
日本で会員増強の研修を受けたので、うちのクラブに
当てはまるかどうかわかりませんが、よく小さいクラ
ブで「今年、増強を１名か２名したい」と書いている
クラブありました。セミナーで受けた時は「小さい目
標を立てちゃ駄目ですよ。大きな目標を立ててくださ
い。小さい目標を立てると、誰かがやってくれる、と
なって誰も会員増強を一生懸命やらない」という話な

のです。
　天方会長と話したとき、「100 名ではなく、もう少
し大きい目標を立てよう。釧路クラブは以前、117
名いた時代があった
のです。117 名で
はないけど 110 名
くらいを目指そう」
と。ひとつの方針と
してみんなで考えて
いただきたいと思い
ます。
　なぜ、増強、増強と言うか。2500 地区で新クラブ
ができたのはＥクラブができて５年くらい。その前は
20年前にベイクラブができただけなのです。2500
地区を回ってみて、新クラブを作る体力があるクラブ
はそうないと思います。うちのクラブはやっぱり新ク
ラブを作る方向をぜひ考えていただきたいと思うので
す。それは、ガバナーの一番大きな仕事は「新クラブ
を作れ」と言われています。これは研修受けると必ず
言われます。私のクラブでも、あと５年か 10年の間
にはガバナーは出ると思うのです。そのガバナーが出
るときに、うちのクラブが 130 名、140 名、150 名
になると、そこから分割すると新クラブができやすく
なるのです。会員増強の目標は、もう少し大きな目標
を持ってやっていただきたいと思います。
　会員のなかの一部は「うちのクラブばかりそんなに
大きくなってどうするのだ。そろそろセーブすべき
じゃないか」と言うのです。これは、絶対間違いなの
です。「クラブが勝手に増強を制限してはならない」
と定款に書いていま
すから、絶えず増強
することを考えてい
ただきたいと思いま
す。
　天方会長がこれか
ら例会の時に機会が
あれば「目標は
110 名に」の話をしますので、みんなで増強を考え
ていただきたいと思います。
　職業分類委員会の中で、マローニー会長は「会員増
強で職業分類表を使いなさい」と言っているのです。
でも、ほとんどのクラブが職業分類表の使い方を間
違っているのです。これは「分類表を８月 31日まで
整理したものを出しなさい」と決まっているのです。
それで、分類表はすべての職業を網羅していて、その
中で「自分のクラブの未重点の会員のところに候補者
をいれなさい。自分の街の調査をしなさい」と書いて
いるのです。
　分類表は 51ページに出ています。この分類表作り
で、例えば食品関係は浅川さん、酒類は五明さんと、

これででき上がったのが分類表の完成品ではないので
すよ。この横の空いているところに候補者を入れて完
成品なのです。
　街を調査して例えば、「青果販売、誰か候補者いな

いか」をみんなで考
えて、候補者を埋め
ていくのが分類表の
作り方なのです。そ
の分類表を作って未
重点の候補者を入れ
て、会員候補者の在
庫をたくさん持って

増強しなさいということが一番の考え方なのです。
あるクラブに行きましたら、Aさんは何の仕事、と会
員の職業を分類した表を作っているクラブがありまし
た。これは大間違いです。分類表は未重点のところに
候補者を入れて会員増強の手助けにしなさいというの
が一番の考え方なのです。ですから、うちのクラブで
は未重点のところに人が入っていないのは間違いなの
ですね。
　それから、クラブ研修委員会。これは今年から研修
委員会になりましたけど、マローニーさんは、「退会
する会員が多いのは不十分な知識を持っているから。
ロータリーが分からないから、つまらないから退会し
た」と言っていました。「新入会員の時の研修を一生
懸命やりなさい」と書いていました。うちのクラブも
きちっとやっています。必ずうちのクラブのマニュア
ルを充実して、研修委員が変ってきますが、同じこと
をやっていかないと。「去年の人は 30分で終わった。

今年は何で１時間や
るの」となったら、
これは研修の意味な
くなってしまうので
すね。研修はきちっ
とマニュアルを作っ
てやることがすごく
大事だと思います。

　続きまして、社会奉仕委員会です。社会奉仕の事業
にはいろいろな事業がありますけれど、「社会奉仕事
業の指針」がありまして、「ロータリーは、お金と人
は限りがある。身の丈にあった仕事をしなさい」と書
いているのです。ですから、いろんな事業をやってい
る中で、事業の中身ではなくて絶えず精査して、この
事業が身の丈に合っているのか、初期の目的を達成し
ているのか、クラブに負担がかかっていないかを検証
して、「大きくなった事業をよそに譲りなさい」とか
書いてあります。絶えず、これを見て検証してもらい
たいです。
　クラブを回りますと、「事業やっていると、だんだ
ん大きくなってお金がかかって、クラブの会計を圧迫

するようになり、
値上げせざるをえ
なかった」という
「負の連鎖」の所が
たくさんあるので
す。これは、ロー
タリーは奉仕事業
をやるための団体
ではないといつも考えていかないといけないのです。
　続きまして、職業奉仕委員会。職業奉仕という言葉
はなくなったわけじゃなくて、社会奉仕の中に職業奉
仕が入ったのです。欧米人は、職業奉仕という感覚が
なくて、どうしても財団に行っていますが、職業奉仕
は社会奉仕の中で５大奉仕、４大奉仕の中には生きて
いますので、今までと同じように使ってもらえれば良
いと思います。
　青少年奉仕委員会。今年のこれからの一番の大きな
問題点はこの青少年奉仕委員会になると思います。国
際ロータリーの中の構成員は今までロータリーだけ
だったのです。今度はローターアクトが構成員になっ
てしまいました。まだ会員数にはカウントされていな
いのです。カウントは陣頭分担金を払えばカウントさ
れるのですが、まだいつから取るか決まっていないの
です。ここにも大きな問題なのですがその前に、「来
年度からローターアクトの委員長をＰＥＴＳに参加さ
せなさい」となったのです。そうするとこの費用をど
うするかという問題。主幹クラブが負担することにな
るのか。今年、１名ですけれど来年は四大委員会があ
ると四大委員長が出なければならない。５名の負担に
なると主幹クラブが
大変になるのではな
いかがあって、これ
から目を離せない問
題だなと。人頭分担
金をいつの時からか
取るようになると、
ローターアクトが人
頭分担金を払って、ロータリアンになるかどうかも
やっかいな問題で、それもまた主幹クラブが払えとな
ると二重にお金がかかってきますから、これも結構大
きな問題になってくると思います。
　いずれにしても、来年の松田年度のＰＥＴＳの時に
は、ローターアクターの委員長が参加することになり
ました。
　ライラセミナーについてです。私は、旭川でライラ
セミナーを見てきましたけれど、ライラセミナーの若
者はたいしたものだなと思います。見ず知らずの人た
ちが集まり、突然グループ分けにされて、テーマが発
表になって、みんなでで意見を言い合って次の日の結
論を出す。今年は「地域活性化について」をみんなが

どういうことを考えているか話しました。夜 10時く
らいまでやっているのですよ。それが終わって、ホテ
ルにチェックインして、またグループでみんなで話し
合って、とやっています。大変ハードで、昔は２泊３

日でやっていました
のでかなり時間の余
裕がありましたが、
今はなくなりかなり
大変だったのです。
国際協議会では今年
からローターアク
ターも私たちが 10

人くらいずつガバナーの研修を受けるところに１名か
２名のローターアクトが入ってきて、一緒に研修を受
けるのです。その時にローターアクトはわれわれと同
じテーマをきちっと論理的に説明し、自分の考えを述
べ、反論をしてやっていまして、日本の若者はすごい
なと思いました。休憩の時に聞いたら、「知らない人
たちと一緒に話をするのはライラで経験した」という
ことが多かったです。私は、青少年の事業はなかなか
良い事業をやっていると改めて分かりました。ぜひ、
応援をしたいと思います。
ローターアクトは 30歳が定年ですから、だいたい毎
年会員増強について、会員が苦労しているのです。こ
れはローターアクト自身で会員を増やすことは、難し
いですね。ですから、このロータリークラブが応援し
なきゃ駄目だと思います。釧路クラブでも、これは北

クラブの事業だから
じゃなくて、機会が
あればぜひローター
アクトに参加させる
ようにしてくださ
い。帯広はこれが一
番しっかりしていま
して、会員数は帯広

が一番多いのです。圧倒的に2500地区では多いです。
やっぱり横の連携が取れていて、よくできているなと
思いました。
　あとはそんなになくて、米山奨学会もありません。
嵯峨記念育英会もありません。
　ＳＡＡは大事な委員会で、先ほど西村ＳＡＡ委員長
が言いました「品格」は大事なのです。クラブで例会
をきちっと品格のあるものにするのはＳＡＡの役割で
すから、遠慮しないで行儀悪い人には注意してもらい
たいですね。例会でバッチをしてこない会員がもしい
ましたら、私たちは背広ですから忘れてくることある
のですが、忘れてきた人に対してバッチを売るなりニ
コニコでペナルティー 1,000 円くらい払ってもらう
か、何かしないとバッチをしないで例会に来る確信犯
だとしたら、ご飯食べるだけの会員になってしまいま

すよね。ＳＡＡはＳＡＡとしての品格を持ってやって
いただきたいと思います。
　あと、会計の中身、私は言わないですが、会計とい
うのは会費を絶えず下げる努力をしないといけない。
新しい人が入ってくる時には大変になります。上げる
ことは簡単なのですが、下げるのは大変です。どこに
無駄があるのか、どこの使い方間違っているのか。もっ
と良い方法ないのかを絶えず考えて会費を下げるよう
な努力をしていただきたいと思います。いずれにしま
しても、よくできておりまして、大変立派だと思いま
した。何も言うことありません。
クラブ協議会、こんなに人がいるクラブ協議会はない
のですよ。これ多分、ガバナーが入って来たら相当足
がすくむと思いま
す。私でさえ、知っ
ている人がいました
けれど、何を喋ろう
かなと緊張しました
けど、大変です。
　あとは他のクラブ
を回りました時に、
やっぱりキャッスルさんの食事は圧倒的に素晴らしい
と思いました。食事をする楽しみはすごくありました。
毎日、弁当ばかり食べていますと嫌になっちゃいまし
てね。旭川に西村君と濱谷君と行きました時に、昼に
抜け出してラーメンを食べに行こうとしたら、向こう
の幹事が一生懸命「ここに座ってください」と。結局、
その弁当を食べました。あの時は５泊か６泊しました
が毎日弁当を食べていまして、さすがに嫌な思いをし
ました。うちのクラブは美味しくてよくできていると
思いました。そういう意味では感謝をしたいと思いま
す。
いずれにしましてもリーダークラブであるという自覚
を持っていきたいと思います。他のクラブ、地区も
100 になりたいとみんな言っていました。旭川も帯
広も北見も言っていました。網走も「できればなりた
いけど、まだ無理だ」と言っていました。やっぱり分
区のメジャークラブ、中心クラブは 100 がひとつの
形だと思うのです。東京や京都、大阪というのは
300、400 という会員がいますので、うちはもっと大
きくなってもいいと思います。何とか会員を今年度は
110 名になるようにしていただいて、リーダークラ
ブで行きたいなと思います。
以上でございます。

天方　智順会長
吉田ガバナー、ありがとうございました。
せっかくの機会でご講評ということですが、何か皆さ
んからお聞きしたいことありますかね。恐れ多いです
よね。よろしければ、ないですか。

ないようでしたら、当初の予定にはないですが加納ガ
バナー補佐より少しご意見をいただきたいと思いま
す。ご感想でもいいです。よろしくお願いします。

加納　則好ガバナー補佐
　ただいま、吉田ガバナーがお話されたように恐れ多
くも私ごときが釧路クラブさんのクラブ協議会でうん
ぬんということ、とても申し上げられる雰囲気ではご
ざいません。ましてや、日頃お世話になっている諸先
輩の方がずらっといらっしゃる中で、本当に足がすく
んでおります。
　ただ、改めて思いましたのは、やはり 2500 地区の
リーダークラブという釧路クラブさんとわれわれ第７
分区が一緒の分区だということに改めて、今日誇りに
感じているところです。同じことを分区の８クラブの
皆さんがそう思っていると思います。
　前年度、ＰＥＴＳ開催をされておりまして、私も予
定者だったのですが、非常に印象に残っている素晴ら
しいＰＥＴＳを開催されました。年度が明けてからは、
ガバナーからお話ありましたが 67カ所回られて釧路
クラブの皆さまもいろいろな事業、奉仕事業を抱えて
いるなかで、全部同行されていることで、本当にこれ
は私たちには見えないですが本当に改めて、ご苦労さ
れてきたのだなと感じております。
　そして、来週いよいよ地区大会でございます。ホス
トクラブとしてここまで大変な準備をされてきており
ます。間違いなく大成功に終わることをご祈念したい
と思います。地区大会が終わってもまだ年度が終わり
ません。
　改めて、天方会長そして松井幹事を中心として益々、
クラブのご活躍をご祈念するところでございます。合
わせまして、皆さま方のご健勝をご祈念申し上げまし
て、感想にもなっておりませんが私の話とさせていた
だきます。本当に今日はありがとうございます。

会長謝辞　天方　智順会長
　改めまして謝辞を申し上げたいと思います。
先ほど会長・幹事会でいろんな話をさせていただきま
した。７月から会長を仰せつかりまして、もう 10月
ですからいいとこ馴れてきていると思っている自分
に、まだ早いよ、気を引き締めないといけないところ
があるのでは、と気付きをいただきました。
　そして、宿題もいっぱいいただきました。会員増強
についてもそうです。改めて吉田ガバナーとお話しさ
せていただいて自分が持っている認識の小ささを認識
したところでございます。いろんな宿題をいただきま
した。
　先ほどお話をして、年度がもう走っていますので、
これをやると言えませんが、種をまく、苗を植えると
いうことを心がけて残りの会長任期を全うしたいと思

います。
　今日は本当にありがとうございました。
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会長挨拶　天方　智順会長
 皆さま、こんにちは。
吉田ガバナー、よくぞいらっしゃってくださいました。
お待ち申し上げておりました。

 先ほど、会長・幹
事会でしっかりとお
話させていただきま
した。皆さん、ご存
じのとおりすごくや
りにくいお二人かも
しれません。ガバ
ナーはガバナーで役

目があります。私もクラブ会長として役目があります
からこの設えの中では、きっちりやっていこうと思っ
ています。

挨拶　吉田　潤司ガバナー
　皆さん、こんにち
は。公式訪問では多
くの方に本当にお世
話になってどうもあ
りがとうございまし
た。私も回りまして
65クラブ目くらい
から突然、調子が悪

くなりまして大変ひどい風邪を引きましたが、無事に
66までは終わりました。
　今日はこの釧路クラブに来まして、自分のクラブは
すごく緊張しますね。活動計画書を見させてもらった
のですが、突っつく所がないのですよ。これも大変な
のです。そういう意味では非常に緊張してどんなふう
になるか分からないですが、何とか頑張っていきます。
　私は今日、釧路クラブの吉田ではなくて、ガバナー
の吉田として来ましたので、マローニー会長の考え方
をきちっと伝えないといけない。そういう意味では、
皆さま方に失礼なことを言うかもしれません。これは

私の役が言わせたということでお許しいただきたいと
思います。
　私も 2500 地区を何とか回りましたけれど、やはり
釧路クラブが 2500 地区の中では完成したクラブだと
私は思いました。すべての面でよくできていると思い
ます。
　ただ、上には上があります。私は他の地区のクラブ
は見たことがないですし、いわゆる巨大クラブは見た
ことないですけど、少しでもそれに近づけるように、
私たちも頑張っていきたいと思うし、私はマローニー
さんの考えを含めて、皆さまにいろいろとお話をさせ
てもらいたいと思います。今日はどうぞよろしくお願
いいたします。

挨拶　加納　則好　第７分区ガバナー補佐
　皆さま、こんにち
は。よろしくお願い
いたします。今日は
先ほど会長･幹事会
が終わりまして、こ
れからクラブ協議
会、そして例会と長
時間、皆さまにお世

話になります。よろしくお願いいたします。
ただいま、ガバナーもお話されておりましたが 67箇
所目、ようやくホームグラウンド、ホームクラブに帰っ
てまいりました。先週からこの分区の公式訪問ではご
一緒させていただいていますが、さすがにお疲れが出
たのか、先週の２クラブ、３クラブは本当に大変な体
調の中で無事に公式訪問を終わらせていただきまし
た。本当にお疲れさまでございます。
　釧路クラブ様におかれましては、来週、いよいよ本
番の地区大会ということで、おそらく公式訪問どころ
ではないかもしれません。お付き合いをよろしくお願
いいたします。

 
天方　智順　会長

　それでは、私の方
針を述べたいと思い
ます。簡素に３つの
柱だけを。
　スローガンにあり
ますが「コネクト」
というのはマロー
ニー会長のおっしゃ

る「つながる」という意味のコネクトです。次の「ロー
タリーを良く知って」は吉田ガバナーがおっしゃる「知
らずて語らず！」の「知らずて」をかける言葉でして、
積極的にロータリーに参加してより多くのことを知ろ
うという意味で、この文言を入れさせていただきまし
た。そして「大きな輪」、これは会員拡大のことです。
先ほどの会長・幹事会のなかでもありましたが、もっ
と大きな輪を作らなければいけないと改めて思った次
第です。
一読はしませんが、吉田ガバナーは一読されているこ
とと思いますので、私からは以上とさせていただきま
す。

（各委員会からの発表は事業計画書をご参照下さい）

天方　智順会長
　皆さん、ありがとうございます。一通り、ご説明が
終わりました。吉田潤司ガバナーからご講評をお願い
したいと思います。

ご講評　吉田　潤司　ガバナー
　何もありませんと
言って止めるわけに
はいかないので、頑
張ってみます。
本当にうちのクラブ
はやりにくいです
ね。多くのクラブを
回りました時に、ど

こも最盛時の会員から見て６割ぐらいのクラブが多い
のです。そのくらい会員増強はみんな悩んでいました
から、そこについてはかなりの話ができたのです。う
ちのクラブはそういう点も十分できていますし、やは
り活動計画書も歴史と伝統がありますから、よくでき
ていると思いました。
　でも、それで終わるわけにはいかないものですから、
私は会長基本方針で天方会長にも、先ほどの会長・幹
事会でも、少しお話したのですが、2500 地区を回っ

てきて、やっぱりうちのクラブがどうみてもリーダー
クラブなのですね。2500 地区の中で７分区は私も含
めてガバナーの数が
多い。そういう意味
ではいろいろな意味
でリーダーとしての
面もあります。それ
から、会員数も最盛
時から見てほとんど
変化していない。で
も、他の地区を見ますと旭川クラブでも 120 名が最
盛時にいたというのが、今は 70名を切るぐらいの状
況。帯広も似たようなもので、そういう意味からしま
すと、やっぱり 2500 地区に元気をつけるためには、
うちのクラブの立ち位置を相当考えていかないといけ
ないと思うのです。
　そういう意味で天方会長にお願いをしたのですが、
2500 地区の中の釧路クラブということを強く意識し
てほしいと。釧路クラブの会長ということではなくて、
2500 地区のリーダークラブの会長という意識をもっ
て、殻に閉じこもらずにどうしたらうちのクラブが活
性化するか、2500 地区が活性化するか、を考えてい
ただきたい。アバウトな言い方なのですが、そういう
お願いをしました。
　あとは各委員会の活動です。出席委員会で出席率を
調べてみますと７分区では一番良いのです。よくでき
ていまして一生懸命出席しています。90％超えてい
るクラブはたくさんあるのですが、うちのクラブは
90％を超えていないものですから、ぜひ出席率を高
めてもらいたいのがひとつ。新入会員が入りますと必
ず研修委員会で研修しますけど、「ロータリアンの義
務は出席です」と話をしといて、いざ新人がクラブに
来たら「何だ、出席率良くないじゃないか」という話
になりますので、これは皆さん忙しいからクラブの出
席ができなくても、
釧路市内にはたくさ
んのクラブがあっ
て、Ｅクラブのメー
クアップも簡単にで
きます。Ｅクラブの
ホームページ開を
き、500 円でメーク
アップできます。ぜひメークアップで高めていただき
たいと思います。出席委員会で休みがちの人、休んで
いる人について、折りに触れて出てくれるように柔ら
かくお話をしてもらいたいと思います。
　メークアップの起点が変ったということご存じだと
思います。今までは２週間に１回しかメークアップ使
えなかったのですが、これからは１年に最後の月、６
月に全部を使うことができるようになりました。極端

な場合は５月まで休んでいても、６月いっぱいでメー
クアップを山ほどやると 100％出席になれるのです。
ＲＩは何でこんな方法考えたかよく分からないです

が、そういう方法に
なりました。
　これに「地区とし
て方針をどうするの
ですか」という質問
がありました。クラ
ブの自主性がありま
すから、クラブで今

までと同じように２週間に１回の制度にするとか、今
回から改めて１カ月で補填する制度とかありますけ
ど、地区では方針は決めておりません。釧路クラブも
いろいろな方法とりながら２～３年のうちにどれかひ
とつの方法を取るようにして定款細則の中に、うちの
クラブはこう決めましたと書いておくのがいい、と前
回の諮問委員会で出た話であります。
　それから会報委員会です。先ほど清水委員長が「更
新がすごく早くなった」と言いました。これはすごく
大事なことなのです。他のクラブのホームページを見
ても更新していない所もたくさんあります。これは、
更新しないと誰も見なくなってしまいます。更新は間
違いなくするようにお願いしたいと思います。
　それから、『ロータリーの友』です。これ、たぶん
雑誌委員会の委員長には早めに『友』が届いていると

思いますので、雑誌
委員会は月に１回で
も読んでもらいたい
記事の１点か２点を
必ず紹介するよう、
みんなに話をしても
らいたいと思いま
す。私の「知らずて

語らず！」ではないですが、ロータリーを知るために
は『友』も大きなリソースになりますので、ぜひお願
いしたいと思います。
　続きまして、会員増強・会員選考・職業分類委員会
につきましてお話をさせてもらいます。私が感じたの
ですが、うちのクラブって 100 をいつも目標にして
いて 100 維持で満足している感じが少しあるのです
けども。やっぱりクラブはいつも拡大していなきゃ駄
目なのですね。私は国際協議会で研修を受けたときも、
日本で会員増強の研修を受けたので、うちのクラブに
当てはまるかどうかわかりませんが、よく小さいクラ
ブで「今年、増強を１名か２名したい」と書いている
クラブありました。セミナーで受けた時は「小さい目
標を立てちゃ駄目ですよ。大きな目標を立ててくださ
い。小さい目標を立てると、誰かがやってくれる、と
なって誰も会員増強を一生懸命やらない」という話な

のです。
　天方会長と話したとき、「100 名ではなく、もう少
し大きい目標を立てよう。釧路クラブは以前、117
名いた時代があった
のです。117 名で
はないけど 110 名
くらいを目指そう」
と。ひとつの方針と
してみんなで考えて
いただきたいと思い
ます。
　なぜ、増強、増強と言うか。2500 地区で新クラブ
ができたのはＥクラブができて５年くらい。その前は
20年前にベイクラブができただけなのです。2500
地区を回ってみて、新クラブを作る体力があるクラブ
はそうないと思います。うちのクラブはやっぱり新ク
ラブを作る方向をぜひ考えていただきたいと思うので
す。それは、ガバナーの一番大きな仕事は「新クラブ
を作れ」と言われています。これは研修受けると必ず
言われます。私のクラブでも、あと５年か 10年の間
にはガバナーは出ると思うのです。そのガバナーが出
るときに、うちのクラブが 130 名、140 名、150 名
になると、そこから分割すると新クラブができやすく
なるのです。会員増強の目標は、もう少し大きな目標
を持ってやっていただきたいと思います。
　会員のなかの一部は「うちのクラブばかりそんなに
大きくなってどうするのだ。そろそろセーブすべき
じゃないか」と言うのです。これは、絶対間違いなの
です。「クラブが勝手に増強を制限してはならない」
と定款に書いていま
すから、絶えず増強
することを考えてい
ただきたいと思いま
す。
　天方会長がこれか
ら例会の時に機会が
あれば「目標は
110 名に」の話をしますので、みんなで増強を考え
ていただきたいと思います。
　職業分類委員会の中で、マローニー会長は「会員増
強で職業分類表を使いなさい」と言っているのです。
でも、ほとんどのクラブが職業分類表の使い方を間
違っているのです。これは「分類表を８月 31日まで
整理したものを出しなさい」と決まっているのです。
それで、分類表はすべての職業を網羅していて、その
中で「自分のクラブの未重点の会員のところに候補者
をいれなさい。自分の街の調査をしなさい」と書いて
いるのです。
　分類表は 51ページに出ています。この分類表作り
で、例えば食品関係は浅川さん、酒類は五明さんと、

これででき上がったのが分類表の完成品ではないので
すよ。この横の空いているところに候補者を入れて完
成品なのです。
　街を調査して例えば、「青果販売、誰か候補者いな

いか」をみんなで考
えて、候補者を埋め
ていくのが分類表の
作り方なのです。そ
の分類表を作って未
重点の候補者を入れ
て、会員候補者の在
庫をたくさん持って

増強しなさいということが一番の考え方なのです。
あるクラブに行きましたら、Aさんは何の仕事、と会
員の職業を分類した表を作っているクラブがありまし
た。これは大間違いです。分類表は未重点のところに
候補者を入れて会員増強の手助けにしなさいというの
が一番の考え方なのです。ですから、うちのクラブで
は未重点のところに人が入っていないのは間違いなの
ですね。
　それから、クラブ研修委員会。これは今年から研修
委員会になりましたけど、マローニーさんは、「退会
する会員が多いのは不十分な知識を持っているから。
ロータリーが分からないから、つまらないから退会し
た」と言っていました。「新入会員の時の研修を一生
懸命やりなさい」と書いていました。うちのクラブも
きちっとやっています。必ずうちのクラブのマニュア
ルを充実して、研修委員が変ってきますが、同じこと
をやっていかないと。「去年の人は 30分で終わった。

今年は何で１時間や
るの」となったら、
これは研修の意味な
くなってしまうので
すね。研修はきちっ
とマニュアルを作っ
てやることがすごく
大事だと思います。

　続きまして、社会奉仕委員会です。社会奉仕の事業
にはいろいろな事業がありますけれど、「社会奉仕事
業の指針」がありまして、「ロータリーは、お金と人
は限りがある。身の丈にあった仕事をしなさい」と書
いているのです。ですから、いろんな事業をやってい
る中で、事業の中身ではなくて絶えず精査して、この
事業が身の丈に合っているのか、初期の目的を達成し
ているのか、クラブに負担がかかっていないかを検証
して、「大きくなった事業をよそに譲りなさい」とか
書いてあります。絶えず、これを見て検証してもらい
たいです。
　クラブを回りますと、「事業やっていると、だんだ
ん大きくなってお金がかかって、クラブの会計を圧迫

するようになり、
値上げせざるをえ
なかった」という
「負の連鎖」の所が
たくさんあるので
す。これは、ロー
タリーは奉仕事業
をやるための団体
ではないといつも考えていかないといけないのです。
　続きまして、職業奉仕委員会。職業奉仕という言葉
はなくなったわけじゃなくて、社会奉仕の中に職業奉
仕が入ったのです。欧米人は、職業奉仕という感覚が
なくて、どうしても財団に行っていますが、職業奉仕
は社会奉仕の中で５大奉仕、４大奉仕の中には生きて
いますので、今までと同じように使ってもらえれば良
いと思います。
　青少年奉仕委員会。今年のこれからの一番の大きな
問題点はこの青少年奉仕委員会になると思います。国
際ロータリーの中の構成員は今までロータリーだけ
だったのです。今度はローターアクトが構成員になっ
てしまいました。まだ会員数にはカウントされていな
いのです。カウントは陣頭分担金を払えばカウントさ
れるのですが、まだいつから取るか決まっていないの
です。ここにも大きな問題なのですがその前に、「来
年度からローターアクトの委員長をＰＥＴＳに参加さ
せなさい」となったのです。そうするとこの費用をど
うするかという問題。主幹クラブが負担することにな
るのか。今年、１名ですけれど来年は四大委員会があ
ると四大委員長が出なければならない。５名の負担に
なると主幹クラブが
大変になるのではな
いかがあって、これ
から目を離せない問
題だなと。人頭分担
金をいつの時からか
取るようになると、
ローターアクトが人
頭分担金を払って、ロータリアンになるかどうかも
やっかいな問題で、それもまた主幹クラブが払えとな
ると二重にお金がかかってきますから、これも結構大
きな問題になってくると思います。
　いずれにしても、来年の松田年度のＰＥＴＳの時に
は、ローターアクターの委員長が参加することになり
ました。
　ライラセミナーについてです。私は、旭川でライラ
セミナーを見てきましたけれど、ライラセミナーの若
者はたいしたものだなと思います。見ず知らずの人た
ちが集まり、突然グループ分けにされて、テーマが発
表になって、みんなでで意見を言い合って次の日の結
論を出す。今年は「地域活性化について」をみんなが

どういうことを考えているか話しました。夜 10時く
らいまでやっているのですよ。それが終わって、ホテ
ルにチェックインして、またグループでみんなで話し
合って、とやっています。大変ハードで、昔は２泊３

日でやっていました
のでかなり時間の余
裕がありましたが、
今はなくなりかなり
大変だったのです。
国際協議会では今年
からローターアク
ターも私たちが 10

人くらいずつガバナーの研修を受けるところに１名か
２名のローターアクトが入ってきて、一緒に研修を受
けるのです。その時にローターアクトはわれわれと同
じテーマをきちっと論理的に説明し、自分の考えを述
べ、反論をしてやっていまして、日本の若者はすごい
なと思いました。休憩の時に聞いたら、「知らない人
たちと一緒に話をするのはライラで経験した」という
ことが多かったです。私は、青少年の事業はなかなか
良い事業をやっていると改めて分かりました。ぜひ、
応援をしたいと思います。
ローターアクトは 30歳が定年ですから、だいたい毎
年会員増強について、会員が苦労しているのです。こ
れはローターアクト自身で会員を増やすことは、難し
いですね。ですから、このロータリークラブが応援し
なきゃ駄目だと思います。釧路クラブでも、これは北

クラブの事業だから
じゃなくて、機会が
あればぜひローター
アクトに参加させる
ようにしてくださ
い。帯広はこれが一
番しっかりしていま
して、会員数は帯広

が一番多いのです。圧倒的に2500地区では多いです。
やっぱり横の連携が取れていて、よくできているなと
思いました。
　あとはそんなになくて、米山奨学会もありません。
嵯峨記念育英会もありません。
　ＳＡＡは大事な委員会で、先ほど西村ＳＡＡ委員長
が言いました「品格」は大事なのです。クラブで例会
をきちっと品格のあるものにするのはＳＡＡの役割で
すから、遠慮しないで行儀悪い人には注意してもらい
たいですね。例会でバッチをしてこない会員がもしい
ましたら、私たちは背広ですから忘れてくることある
のですが、忘れてきた人に対してバッチを売るなりニ
コニコでペナルティー 1,000 円くらい払ってもらう
か、何かしないとバッチをしないで例会に来る確信犯
だとしたら、ご飯食べるだけの会員になってしまいま

すよね。ＳＡＡはＳＡＡとしての品格を持ってやって
いただきたいと思います。
　あと、会計の中身、私は言わないですが、会計とい
うのは会費を絶えず下げる努力をしないといけない。
新しい人が入ってくる時には大変になります。上げる
ことは簡単なのですが、下げるのは大変です。どこに
無駄があるのか、どこの使い方間違っているのか。もっ
と良い方法ないのかを絶えず考えて会費を下げるよう
な努力をしていただきたいと思います。いずれにしま
しても、よくできておりまして、大変立派だと思いま
した。何も言うことありません。
クラブ協議会、こんなに人がいるクラブ協議会はない
のですよ。これ多分、ガバナーが入って来たら相当足
がすくむと思いま
す。私でさえ、知っ
ている人がいました
けれど、何を喋ろう
かなと緊張しました
けど、大変です。
　あとは他のクラブ
を回りました時に、
やっぱりキャッスルさんの食事は圧倒的に素晴らしい
と思いました。食事をする楽しみはすごくありました。
毎日、弁当ばかり食べていますと嫌になっちゃいまし
てね。旭川に西村君と濱谷君と行きました時に、昼に
抜け出してラーメンを食べに行こうとしたら、向こう
の幹事が一生懸命「ここに座ってください」と。結局、
その弁当を食べました。あの時は５泊か６泊しました
が毎日弁当を食べていまして、さすがに嫌な思いをし
ました。うちのクラブは美味しくてよくできていると
思いました。そういう意味では感謝をしたいと思いま
す。
いずれにしましてもリーダークラブであるという自覚
を持っていきたいと思います。他のクラブ、地区も
100 になりたいとみんな言っていました。旭川も帯
広も北見も言っていました。網走も「できればなりた
いけど、まだ無理だ」と言っていました。やっぱり分
区のメジャークラブ、中心クラブは 100 がひとつの
形だと思うのです。東京や京都、大阪というのは
300、400 という会員がいますので、うちはもっと大
きくなってもいいと思います。何とか会員を今年度は
110 名になるようにしていただいて、リーダークラ
ブで行きたいなと思います。
以上でございます。

天方　智順会長
吉田ガバナー、ありがとうございました。
せっかくの機会でご講評ということですが、何か皆さ
んからお聞きしたいことありますかね。恐れ多いです
よね。よろしければ、ないですか。

ないようでしたら、当初の予定にはないですが加納ガ
バナー補佐より少しご意見をいただきたいと思いま
す。ご感想でもいいです。よろしくお願いします。

加納　則好ガバナー補佐
　ただいま、吉田ガバナーがお話されたように恐れ多
くも私ごときが釧路クラブさんのクラブ協議会でうん
ぬんということ、とても申し上げられる雰囲気ではご
ざいません。ましてや、日頃お世話になっている諸先
輩の方がずらっといらっしゃる中で、本当に足がすく
んでおります。
　ただ、改めて思いましたのは、やはり 2500 地区の
リーダークラブという釧路クラブさんとわれわれ第７
分区が一緒の分区だということに改めて、今日誇りに
感じているところです。同じことを分区の８クラブの
皆さんがそう思っていると思います。
　前年度、ＰＥＴＳ開催をされておりまして、私も予
定者だったのですが、非常に印象に残っている素晴ら
しいＰＥＴＳを開催されました。年度が明けてからは、
ガバナーからお話ありましたが 67カ所回られて釧路
クラブの皆さまもいろいろな事業、奉仕事業を抱えて
いるなかで、全部同行されていることで、本当にこれ
は私たちには見えないですが本当に改めて、ご苦労さ
れてきたのだなと感じております。
　そして、来週いよいよ地区大会でございます。ホス
トクラブとしてここまで大変な準備をされてきており
ます。間違いなく大成功に終わることをご祈念したい
と思います。地区大会が終わってもまだ年度が終わり
ません。
　改めて、天方会長そして松井幹事を中心として益々、
クラブのご活躍をご祈念するところでございます。合
わせまして、皆さま方のご健勝をご祈念申し上げまし
て、感想にもなっておりませんが私の話とさせていた
だきます。本当に今日はありがとうございます。

会長謝辞　天方　智順会長
　改めまして謝辞を申し上げたいと思います。
先ほど会長・幹事会でいろんな話をさせていただきま
した。７月から会長を仰せつかりまして、もう 10月
ですからいいとこ馴れてきていると思っている自分
に、まだ早いよ、気を引き締めないといけないところ
があるのでは、と気付きをいただきました。
　そして、宿題もいっぱいいただきました。会員増強
についてもそうです。改めて吉田ガバナーとお話しさ
せていただいて自分が持っている認識の小ささを認識
したところでございます。いろんな宿題をいただきま
した。
　先ほどお話をして、年度がもう走っていますので、
これをやると言えませんが、種をまく、苗を植えると
いうことを心がけて残りの会長任期を全うしたいと思

います。
　今日は本当にありがとうございました。

http://www.kushiro-rc.gr.jp/2019-2020_kaihou/19-20pdf/activity_plan.pdf


会長挨拶　天方　智順会長
 皆さま、こんにちは。
吉田ガバナー、よくぞいらっしゃってくださいました。
お待ち申し上げておりました。

 先ほど、会長・幹
事会でしっかりとお
話させていただきま
した。皆さん、ご存
じのとおりすごくや
りにくいお二人かも
しれません。ガバ
ナーはガバナーで役

目があります。私もクラブ会長として役目があります
からこの設えの中では、きっちりやっていこうと思っ
ています。

挨拶　吉田　潤司ガバナー
　皆さん、こんにち
は。公式訪問では多
くの方に本当にお世
話になってどうもあ
りがとうございまし
た。私も回りまして
65クラブ目くらい
から突然、調子が悪

くなりまして大変ひどい風邪を引きましたが、無事に
66までは終わりました。
　今日はこの釧路クラブに来まして、自分のクラブは
すごく緊張しますね。活動計画書を見させてもらった
のですが、突っつく所がないのですよ。これも大変な
のです。そういう意味では非常に緊張してどんなふう
になるか分からないですが、何とか頑張っていきます。
　私は今日、釧路クラブの吉田ではなくて、ガバナー
の吉田として来ましたので、マローニー会長の考え方
をきちっと伝えないといけない。そういう意味では、
皆さま方に失礼なことを言うかもしれません。これは

私の役が言わせたということでお許しいただきたいと
思います。
　私も 2500 地区を何とか回りましたけれど、やはり
釧路クラブが 2500 地区の中では完成したクラブだと
私は思いました。すべての面でよくできていると思い
ます。
　ただ、上には上があります。私は他の地区のクラブ
は見たことがないですし、いわゆる巨大クラブは見た
ことないですけど、少しでもそれに近づけるように、
私たちも頑張っていきたいと思うし、私はマローニー
さんの考えを含めて、皆さまにいろいろとお話をさせ
てもらいたいと思います。今日はどうぞよろしくお願
いいたします。

挨拶　加納　則好　第７分区ガバナー補佐
　皆さま、こんにち
は。よろしくお願い
いたします。今日は
先ほど会長･幹事会
が終わりまして、こ
れからクラブ協議
会、そして例会と長
時間、皆さまにお世

話になります。よろしくお願いいたします。
ただいま、ガバナーもお話されておりましたが 67箇
所目、ようやくホームグラウンド、ホームクラブに帰っ
てまいりました。先週からこの分区の公式訪問ではご
一緒させていただいていますが、さすがにお疲れが出
たのか、先週の２クラブ、３クラブは本当に大変な体
調の中で無事に公式訪問を終わらせていただきまし
た。本当にお疲れさまでございます。
　釧路クラブ様におかれましては、来週、いよいよ本
番の地区大会ということで、おそらく公式訪問どころ
ではないかもしれません。お付き合いをよろしくお願
いいたします。

 
天方　智順　会長

　それでは、私の方
針を述べたいと思い
ます。簡素に３つの
柱だけを。
　スローガンにあり
ますが「コネクト」
というのはマロー
ニー会長のおっしゃ

る「つながる」という意味のコネクトです。次の「ロー
タリーを良く知って」は吉田ガバナーがおっしゃる「知
らずて語らず！」の「知らずて」をかける言葉でして、
積極的にロータリーに参加してより多くのことを知ろ
うという意味で、この文言を入れさせていただきまし
た。そして「大きな輪」、これは会員拡大のことです。
先ほどの会長・幹事会のなかでもありましたが、もっ
と大きな輪を作らなければいけないと改めて思った次
第です。
一読はしませんが、吉田ガバナーは一読されているこ
とと思いますので、私からは以上とさせていただきま
す。

（各委員会からの発表は事業計画書をご参照下さい）

天方　智順会長
　皆さん、ありがとうございます。一通り、ご説明が
終わりました。吉田潤司ガバナーからご講評をお願い
したいと思います。

ご講評　吉田　潤司　ガバナー
　何もありませんと
言って止めるわけに
はいかないので、頑
張ってみます。
本当にうちのクラブ
はやりにくいです
ね。多くのクラブを
回りました時に、ど

こも最盛時の会員から見て６割ぐらいのクラブが多い
のです。そのくらい会員増強はみんな悩んでいました
から、そこについてはかなりの話ができたのです。う
ちのクラブはそういう点も十分できていますし、やは
り活動計画書も歴史と伝統がありますから、よくでき
ていると思いました。
　でも、それで終わるわけにはいかないものですから、
私は会長基本方針で天方会長にも、先ほどの会長・幹
事会でも、少しお話したのですが、2500 地区を回っ

てきて、やっぱりうちのクラブがどうみてもリーダー
クラブなのですね。2500 地区の中で７分区は私も含
めてガバナーの数が
多い。そういう意味
ではいろいろな意味
でリーダーとしての
面もあります。それ
から、会員数も最盛
時から見てほとんど
変化していない。で
も、他の地区を見ますと旭川クラブでも 120 名が最
盛時にいたというのが、今は 70名を切るぐらいの状
況。帯広も似たようなもので、そういう意味からしま
すと、やっぱり 2500 地区に元気をつけるためには、
うちのクラブの立ち位置を相当考えていかないといけ
ないと思うのです。
　そういう意味で天方会長にお願いをしたのですが、
2500 地区の中の釧路クラブということを強く意識し
てほしいと。釧路クラブの会長ということではなくて、
2500 地区のリーダークラブの会長という意識をもっ
て、殻に閉じこもらずにどうしたらうちのクラブが活
性化するか、2500 地区が活性化するか、を考えてい
ただきたい。アバウトな言い方なのですが、そういう
お願いをしました。
　あとは各委員会の活動です。出席委員会で出席率を
調べてみますと７分区では一番良いのです。よくでき
ていまして一生懸命出席しています。90％超えてい
るクラブはたくさんあるのですが、うちのクラブは
90％を超えていないものですから、ぜひ出席率を高
めてもらいたいのがひとつ。新入会員が入りますと必
ず研修委員会で研修しますけど、「ロータリアンの義
務は出席です」と話をしといて、いざ新人がクラブに
来たら「何だ、出席率良くないじゃないか」という話
になりますので、これは皆さん忙しいからクラブの出
席ができなくても、
釧路市内にはたくさ
んのクラブがあっ
て、Ｅクラブのメー
クアップも簡単にで
きます。Ｅクラブの
ホームページ開を
き、500 円でメーク
アップできます。ぜひメークアップで高めていただき
たいと思います。出席委員会で休みがちの人、休んで
いる人について、折りに触れて出てくれるように柔ら
かくお話をしてもらいたいと思います。
　メークアップの起点が変ったということご存じだと
思います。今までは２週間に１回しかメークアップ使
えなかったのですが、これからは１年に最後の月、６
月に全部を使うことができるようになりました。極端

な場合は５月まで休んでいても、６月いっぱいでメー
クアップを山ほどやると 100％出席になれるのです。
ＲＩは何でこんな方法考えたかよく分からないです

が、そういう方法に
なりました。
　これに「地区とし
て方針をどうするの
ですか」という質問
がありました。クラ
ブの自主性がありま
すから、クラブで今

までと同じように２週間に１回の制度にするとか、今
回から改めて１カ月で補填する制度とかありますけ
ど、地区では方針は決めておりません。釧路クラブも
いろいろな方法とりながら２～３年のうちにどれかひ
とつの方法を取るようにして定款細則の中に、うちの
クラブはこう決めましたと書いておくのがいい、と前
回の諮問委員会で出た話であります。
　それから会報委員会です。先ほど清水委員長が「更
新がすごく早くなった」と言いました。これはすごく
大事なことなのです。他のクラブのホームページを見
ても更新していない所もたくさんあります。これは、
更新しないと誰も見なくなってしまいます。更新は間
違いなくするようにお願いしたいと思います。
　それから、『ロータリーの友』です。これ、たぶん
雑誌委員会の委員長には早めに『友』が届いていると

思いますので、雑誌
委員会は月に１回で
も読んでもらいたい
記事の１点か２点を
必ず紹介するよう、
みんなに話をしても
らいたいと思いま
す。私の「知らずて

語らず！」ではないですが、ロータリーを知るために
は『友』も大きなリソースになりますので、ぜひお願
いしたいと思います。
　続きまして、会員増強・会員選考・職業分類委員会
につきましてお話をさせてもらいます。私が感じたの
ですが、うちのクラブって 100 をいつも目標にして
いて 100 維持で満足している感じが少しあるのです
けども。やっぱりクラブはいつも拡大していなきゃ駄
目なのですね。私は国際協議会で研修を受けたときも、
日本で会員増強の研修を受けたので、うちのクラブに
当てはまるかどうかわかりませんが、よく小さいクラ
ブで「今年、増強を１名か２名したい」と書いている
クラブありました。セミナーで受けた時は「小さい目
標を立てちゃ駄目ですよ。大きな目標を立ててくださ
い。小さい目標を立てると、誰かがやってくれる、と
なって誰も会員増強を一生懸命やらない」という話な

のです。
　天方会長と話したとき、「100 名ではなく、もう少
し大きい目標を立てよう。釧路クラブは以前、117
名いた時代があった
のです。117 名で
はないけど 110 名
くらいを目指そう」
と。ひとつの方針と
してみんなで考えて
いただきたいと思い
ます。
　なぜ、増強、増強と言うか。2500 地区で新クラブ
ができたのはＥクラブができて５年くらい。その前は
20年前にベイクラブができただけなのです。2500
地区を回ってみて、新クラブを作る体力があるクラブ
はそうないと思います。うちのクラブはやっぱり新ク
ラブを作る方向をぜひ考えていただきたいと思うので
す。それは、ガバナーの一番大きな仕事は「新クラブ
を作れ」と言われています。これは研修受けると必ず
言われます。私のクラブでも、あと５年か 10年の間
にはガバナーは出ると思うのです。そのガバナーが出
るときに、うちのクラブが 130 名、140 名、150 名
になると、そこから分割すると新クラブができやすく
なるのです。会員増強の目標は、もう少し大きな目標
を持ってやっていただきたいと思います。
　会員のなかの一部は「うちのクラブばかりそんなに
大きくなってどうするのだ。そろそろセーブすべき
じゃないか」と言うのです。これは、絶対間違いなの
です。「クラブが勝手に増強を制限してはならない」
と定款に書いていま
すから、絶えず増強
することを考えてい
ただきたいと思いま
す。
　天方会長がこれか
ら例会の時に機会が
あれば「目標は
110 名に」の話をしますので、みんなで増強を考え
ていただきたいと思います。
　職業分類委員会の中で、マローニー会長は「会員増
強で職業分類表を使いなさい」と言っているのです。
でも、ほとんどのクラブが職業分類表の使い方を間
違っているのです。これは「分類表を８月 31日まで
整理したものを出しなさい」と決まっているのです。
それで、分類表はすべての職業を網羅していて、その
中で「自分のクラブの未重点の会員のところに候補者
をいれなさい。自分の街の調査をしなさい」と書いて
いるのです。
　分類表は 51ページに出ています。この分類表作り
で、例えば食品関係は浅川さん、酒類は五明さんと、

これででき上がったのが分類表の完成品ではないので
すよ。この横の空いているところに候補者を入れて完
成品なのです。
　街を調査して例えば、「青果販売、誰か候補者いな

いか」をみんなで考
えて、候補者を埋め
ていくのが分類表の
作り方なのです。そ
の分類表を作って未
重点の候補者を入れ
て、会員候補者の在
庫をたくさん持って

増強しなさいということが一番の考え方なのです。
あるクラブに行きましたら、Aさんは何の仕事、と会
員の職業を分類した表を作っているクラブがありまし
た。これは大間違いです。分類表は未重点のところに
候補者を入れて会員増強の手助けにしなさいというの
が一番の考え方なのです。ですから、うちのクラブで
は未重点のところに人が入っていないのは間違いなの
ですね。
　それから、クラブ研修委員会。これは今年から研修
委員会になりましたけど、マローニーさんは、「退会
する会員が多いのは不十分な知識を持っているから。
ロータリーが分からないから、つまらないから退会し
た」と言っていました。「新入会員の時の研修を一生
懸命やりなさい」と書いていました。うちのクラブも
きちっとやっています。必ずうちのクラブのマニュア
ルを充実して、研修委員が変ってきますが、同じこと
をやっていかないと。「去年の人は 30分で終わった。

今年は何で１時間や
るの」となったら、
これは研修の意味な
くなってしまうので
すね。研修はきちっ
とマニュアルを作っ
てやることがすごく
大事だと思います。

　続きまして、社会奉仕委員会です。社会奉仕の事業
にはいろいろな事業がありますけれど、「社会奉仕事
業の指針」がありまして、「ロータリーは、お金と人
は限りがある。身の丈にあった仕事をしなさい」と書
いているのです。ですから、いろんな事業をやってい
る中で、事業の中身ではなくて絶えず精査して、この
事業が身の丈に合っているのか、初期の目的を達成し
ているのか、クラブに負担がかかっていないかを検証
して、「大きくなった事業をよそに譲りなさい」とか
書いてあります。絶えず、これを見て検証してもらい
たいです。
　クラブを回りますと、「事業やっていると、だんだ
ん大きくなってお金がかかって、クラブの会計を圧迫

するようになり、
値上げせざるをえ
なかった」という
「負の連鎖」の所が
たくさんあるので
す。これは、ロー
タリーは奉仕事業
をやるための団体
ではないといつも考えていかないといけないのです。
　続きまして、職業奉仕委員会。職業奉仕という言葉
はなくなったわけじゃなくて、社会奉仕の中に職業奉
仕が入ったのです。欧米人は、職業奉仕という感覚が
なくて、どうしても財団に行っていますが、職業奉仕
は社会奉仕の中で５大奉仕、４大奉仕の中には生きて
いますので、今までと同じように使ってもらえれば良
いと思います。
　青少年奉仕委員会。今年のこれからの一番の大きな
問題点はこの青少年奉仕委員会になると思います。国
際ロータリーの中の構成員は今までロータリーだけ
だったのです。今度はローターアクトが構成員になっ
てしまいました。まだ会員数にはカウントされていな
いのです。カウントは陣頭分担金を払えばカウントさ
れるのですが、まだいつから取るか決まっていないの
です。ここにも大きな問題なのですがその前に、「来
年度からローターアクトの委員長をＰＥＴＳに参加さ
せなさい」となったのです。そうするとこの費用をど
うするかという問題。主幹クラブが負担することにな
るのか。今年、１名ですけれど来年は四大委員会があ
ると四大委員長が出なければならない。５名の負担に
なると主幹クラブが
大変になるのではな
いかがあって、これ
から目を離せない問
題だなと。人頭分担
金をいつの時からか
取るようになると、
ローターアクトが人
頭分担金を払って、ロータリアンになるかどうかも
やっかいな問題で、それもまた主幹クラブが払えとな
ると二重にお金がかかってきますから、これも結構大
きな問題になってくると思います。
　いずれにしても、来年の松田年度のＰＥＴＳの時に
は、ローターアクターの委員長が参加することになり
ました。
　ライラセミナーについてです。私は、旭川でライラ
セミナーを見てきましたけれど、ライラセミナーの若
者はたいしたものだなと思います。見ず知らずの人た
ちが集まり、突然グループ分けにされて、テーマが発
表になって、みんなでで意見を言い合って次の日の結
論を出す。今年は「地域活性化について」をみんなが

どういうことを考えているか話しました。夜 10時く
らいまでやっているのですよ。それが終わって、ホテ
ルにチェックインして、またグループでみんなで話し
合って、とやっています。大変ハードで、昔は２泊３

日でやっていました
のでかなり時間の余
裕がありましたが、
今はなくなりかなり
大変だったのです。
国際協議会では今年
からローターアク
ターも私たちが 10

人くらいずつガバナーの研修を受けるところに１名か
２名のローターアクトが入ってきて、一緒に研修を受
けるのです。その時にローターアクトはわれわれと同
じテーマをきちっと論理的に説明し、自分の考えを述
べ、反論をしてやっていまして、日本の若者はすごい
なと思いました。休憩の時に聞いたら、「知らない人
たちと一緒に話をするのはライラで経験した」という
ことが多かったです。私は、青少年の事業はなかなか
良い事業をやっていると改めて分かりました。ぜひ、
応援をしたいと思います。
ローターアクトは 30歳が定年ですから、だいたい毎
年会員増強について、会員が苦労しているのです。こ
れはローターアクト自身で会員を増やすことは、難し
いですね。ですから、このロータリークラブが応援し
なきゃ駄目だと思います。釧路クラブでも、これは北

クラブの事業だから
じゃなくて、機会が
あればぜひローター
アクトに参加させる
ようにしてくださ
い。帯広はこれが一
番しっかりしていま
して、会員数は帯広

が一番多いのです。圧倒的に2500地区では多いです。
やっぱり横の連携が取れていて、よくできているなと
思いました。
　あとはそんなになくて、米山奨学会もありません。
嵯峨記念育英会もありません。
　ＳＡＡは大事な委員会で、先ほど西村ＳＡＡ委員長
が言いました「品格」は大事なのです。クラブで例会
をきちっと品格のあるものにするのはＳＡＡの役割で
すから、遠慮しないで行儀悪い人には注意してもらい
たいですね。例会でバッチをしてこない会員がもしい
ましたら、私たちは背広ですから忘れてくることある
のですが、忘れてきた人に対してバッチを売るなりニ
コニコでペナルティー 1,000 円くらい払ってもらう
か、何かしないとバッチをしないで例会に来る確信犯
だとしたら、ご飯食べるだけの会員になってしまいま

すよね。ＳＡＡはＳＡＡとしての品格を持ってやって
いただきたいと思います。
　あと、会計の中身、私は言わないですが、会計とい
うのは会費を絶えず下げる努力をしないといけない。
新しい人が入ってくる時には大変になります。上げる
ことは簡単なのですが、下げるのは大変です。どこに
無駄があるのか、どこの使い方間違っているのか。もっ
と良い方法ないのかを絶えず考えて会費を下げるよう
な努力をしていただきたいと思います。いずれにしま
しても、よくできておりまして、大変立派だと思いま
した。何も言うことありません。
クラブ協議会、こんなに人がいるクラブ協議会はない
のですよ。これ多分、ガバナーが入って来たら相当足
がすくむと思いま
す。私でさえ、知っ
ている人がいました
けれど、何を喋ろう
かなと緊張しました
けど、大変です。
　あとは他のクラブ
を回りました時に、
やっぱりキャッスルさんの食事は圧倒的に素晴らしい
と思いました。食事をする楽しみはすごくありました。
毎日、弁当ばかり食べていますと嫌になっちゃいまし
てね。旭川に西村君と濱谷君と行きました時に、昼に
抜け出してラーメンを食べに行こうとしたら、向こう
の幹事が一生懸命「ここに座ってください」と。結局、
その弁当を食べました。あの時は５泊か６泊しました
が毎日弁当を食べていまして、さすがに嫌な思いをし
ました。うちのクラブは美味しくてよくできていると
思いました。そういう意味では感謝をしたいと思いま
す。
いずれにしましてもリーダークラブであるという自覚
を持っていきたいと思います。他のクラブ、地区も
100 になりたいとみんな言っていました。旭川も帯
広も北見も言っていました。網走も「できればなりた
いけど、まだ無理だ」と言っていました。やっぱり分
区のメジャークラブ、中心クラブは 100 がひとつの
形だと思うのです。東京や京都、大阪というのは
300、400 という会員がいますので、うちはもっと大
きくなってもいいと思います。何とか会員を今年度は
110 名になるようにしていただいて、リーダークラ
ブで行きたいなと思います。
以上でございます。

天方　智順会長
吉田ガバナー、ありがとうございました。
せっかくの機会でご講評ということですが、何か皆さ
んからお聞きしたいことありますかね。恐れ多いです
よね。よろしければ、ないですか。

ないようでしたら、当初の予定にはないですが加納ガ
バナー補佐より少しご意見をいただきたいと思いま
す。ご感想でもいいです。よろしくお願いします。

加納　則好ガバナー補佐
　ただいま、吉田ガバナーがお話されたように恐れ多
くも私ごときが釧路クラブさんのクラブ協議会でうん
ぬんということ、とても申し上げられる雰囲気ではご
ざいません。ましてや、日頃お世話になっている諸先
輩の方がずらっといらっしゃる中で、本当に足がすく
んでおります。
　ただ、改めて思いましたのは、やはり 2500 地区の
リーダークラブという釧路クラブさんとわれわれ第７
分区が一緒の分区だということに改めて、今日誇りに
感じているところです。同じことを分区の８クラブの
皆さんがそう思っていると思います。
　前年度、ＰＥＴＳ開催をされておりまして、私も予
定者だったのですが、非常に印象に残っている素晴ら
しいＰＥＴＳを開催されました。年度が明けてからは、
ガバナーからお話ありましたが 67カ所回られて釧路
クラブの皆さまもいろいろな事業、奉仕事業を抱えて
いるなかで、全部同行されていることで、本当にこれ
は私たちには見えないですが本当に改めて、ご苦労さ
れてきたのだなと感じております。
　そして、来週いよいよ地区大会でございます。ホス
トクラブとしてここまで大変な準備をされてきており
ます。間違いなく大成功に終わることをご祈念したい
と思います。地区大会が終わってもまだ年度が終わり
ません。
　改めて、天方会長そして松井幹事を中心として益々、
クラブのご活躍をご祈念するところでございます。合
わせまして、皆さま方のご健勝をご祈念申し上げまし
て、感想にもなっておりませんが私の話とさせていた
だきます。本当に今日はありがとうございます。

会長謝辞　天方　智順会長
　改めまして謝辞を申し上げたいと思います。
先ほど会長・幹事会でいろんな話をさせていただきま
した。７月から会長を仰せつかりまして、もう 10月
ですからいいとこ馴れてきていると思っている自分
に、まだ早いよ、気を引き締めないといけないところ
があるのでは、と気付きをいただきました。
　そして、宿題もいっぱいいただきました。会員増強
についてもそうです。改めて吉田ガバナーとお話しさ
せていただいて自分が持っている認識の小ささを認識
したところでございます。いろんな宿題をいただきま
した。
　先ほどお話をして、年度がもう走っていますので、
これをやると言えませんが、種をまく、苗を植えると
いうことを心がけて残りの会長任期を全うしたいと思

います。
　今日は本当にありがとうございました。



会長挨拶　天方　智順会長
 皆さま、こんにちは。
吉田ガバナー、よくぞいらっしゃってくださいました。
お待ち申し上げておりました。

 先ほど、会長・幹
事会でしっかりとお
話させていただきま
した。皆さん、ご存
じのとおりすごくや
りにくいお二人かも
しれません。ガバ
ナーはガバナーで役

目があります。私もクラブ会長として役目があります
からこの設えの中では、きっちりやっていこうと思っ
ています。

挨拶　吉田　潤司ガバナー
　皆さん、こんにち
は。公式訪問では多
くの方に本当にお世
話になってどうもあ
りがとうございまし
た。私も回りまして
65クラブ目くらい
から突然、調子が悪

くなりまして大変ひどい風邪を引きましたが、無事に
66までは終わりました。
　今日はこの釧路クラブに来まして、自分のクラブは
すごく緊張しますね。活動計画書を見させてもらった
のですが、突っつく所がないのですよ。これも大変な
のです。そういう意味では非常に緊張してどんなふう
になるか分からないですが、何とか頑張っていきます。
　私は今日、釧路クラブの吉田ではなくて、ガバナー
の吉田として来ましたので、マローニー会長の考え方
をきちっと伝えないといけない。そういう意味では、
皆さま方に失礼なことを言うかもしれません。これは

私の役が言わせたということでお許しいただきたいと
思います。
　私も 2500 地区を何とか回りましたけれど、やはり
釧路クラブが 2500 地区の中では完成したクラブだと
私は思いました。すべての面でよくできていると思い
ます。
　ただ、上には上があります。私は他の地区のクラブ
は見たことがないですし、いわゆる巨大クラブは見た
ことないですけど、少しでもそれに近づけるように、
私たちも頑張っていきたいと思うし、私はマローニー
さんの考えを含めて、皆さまにいろいろとお話をさせ
てもらいたいと思います。今日はどうぞよろしくお願
いいたします。

挨拶　加納　則好　第７分区ガバナー補佐
　皆さま、こんにち
は。よろしくお願い
いたします。今日は
先ほど会長･幹事会
が終わりまして、こ
れからクラブ協議
会、そして例会と長
時間、皆さまにお世

話になります。よろしくお願いいたします。
ただいま、ガバナーもお話されておりましたが 67箇
所目、ようやくホームグラウンド、ホームクラブに帰っ
てまいりました。先週からこの分区の公式訪問ではご
一緒させていただいていますが、さすがにお疲れが出
たのか、先週の２クラブ、３クラブは本当に大変な体
調の中で無事に公式訪問を終わらせていただきまし
た。本当にお疲れさまでございます。
　釧路クラブ様におかれましては、来週、いよいよ本
番の地区大会ということで、おそらく公式訪問どころ
ではないかもしれません。お付き合いをよろしくお願
いいたします。

 
天方　智順　会長

　それでは、私の方
針を述べたいと思い
ます。簡素に３つの
柱だけを。
　スローガンにあり
ますが「コネクト」
というのはマロー
ニー会長のおっしゃ

る「つながる」という意味のコネクトです。次の「ロー
タリーを良く知って」は吉田ガバナーがおっしゃる「知
らずて語らず！」の「知らずて」をかける言葉でして、
積極的にロータリーに参加してより多くのことを知ろ
うという意味で、この文言を入れさせていただきまし
た。そして「大きな輪」、これは会員拡大のことです。
先ほどの会長・幹事会のなかでもありましたが、もっ
と大きな輪を作らなければいけないと改めて思った次
第です。
一読はしませんが、吉田ガバナーは一読されているこ
とと思いますので、私からは以上とさせていただきま
す。

（各委員会からの発表は事業計画書をご参照下さい）

天方　智順会長
　皆さん、ありがとうございます。一通り、ご説明が
終わりました。吉田潤司ガバナーからご講評をお願い
したいと思います。

ご講評　吉田　潤司　ガバナー
　何もありませんと
言って止めるわけに
はいかないので、頑
張ってみます。
本当にうちのクラブ
はやりにくいです
ね。多くのクラブを
回りました時に、ど

こも最盛時の会員から見て６割ぐらいのクラブが多い
のです。そのくらい会員増強はみんな悩んでいました
から、そこについてはかなりの話ができたのです。う
ちのクラブはそういう点も十分できていますし、やは
り活動計画書も歴史と伝統がありますから、よくでき
ていると思いました。
　でも、それで終わるわけにはいかないものですから、
私は会長基本方針で天方会長にも、先ほどの会長・幹
事会でも、少しお話したのですが、2500 地区を回っ

てきて、やっぱりうちのクラブがどうみてもリーダー
クラブなのですね。2500 地区の中で７分区は私も含
めてガバナーの数が
多い。そういう意味
ではいろいろな意味
でリーダーとしての
面もあります。それ
から、会員数も最盛
時から見てほとんど
変化していない。で
も、他の地区を見ますと旭川クラブでも 120 名が最
盛時にいたというのが、今は 70名を切るぐらいの状
況。帯広も似たようなもので、そういう意味からしま
すと、やっぱり 2500 地区に元気をつけるためには、
うちのクラブの立ち位置を相当考えていかないといけ
ないと思うのです。
　そういう意味で天方会長にお願いをしたのですが、
2500 地区の中の釧路クラブということを強く意識し
てほしいと。釧路クラブの会長ということではなくて、
2500 地区のリーダークラブの会長という意識をもっ
て、殻に閉じこもらずにどうしたらうちのクラブが活
性化するか、2500 地区が活性化するか、を考えてい
ただきたい。アバウトな言い方なのですが、そういう
お願いをしました。
　あとは各委員会の活動です。出席委員会で出席率を
調べてみますと７分区では一番良いのです。よくでき
ていまして一生懸命出席しています。90％超えてい
るクラブはたくさんあるのですが、うちのクラブは
90％を超えていないものですから、ぜひ出席率を高
めてもらいたいのがひとつ。新入会員が入りますと必
ず研修委員会で研修しますけど、「ロータリアンの義
務は出席です」と話をしといて、いざ新人がクラブに
来たら「何だ、出席率良くないじゃないか」という話
になりますので、これは皆さん忙しいからクラブの出
席ができなくても、
釧路市内にはたくさ
んのクラブがあっ
て、Ｅクラブのメー
クアップも簡単にで
きます。Ｅクラブの
ホームページ開を
き、500 円でメーク
アップできます。ぜひメークアップで高めていただき
たいと思います。出席委員会で休みがちの人、休んで
いる人について、折りに触れて出てくれるように柔ら
かくお話をしてもらいたいと思います。
　メークアップの起点が変ったということご存じだと
思います。今までは２週間に１回しかメークアップ使
えなかったのですが、これからは１年に最後の月、６
月に全部を使うことができるようになりました。極端

な場合は５月まで休んでいても、６月いっぱいでメー
クアップを山ほどやると 100％出席になれるのです。
ＲＩは何でこんな方法考えたかよく分からないです

が、そういう方法に
なりました。
　これに「地区とし
て方針をどうするの
ですか」という質問
がありました。クラ
ブの自主性がありま
すから、クラブで今

までと同じように２週間に１回の制度にするとか、今
回から改めて１カ月で補填する制度とかありますけ
ど、地区では方針は決めておりません。釧路クラブも
いろいろな方法とりながら２～３年のうちにどれかひ
とつの方法を取るようにして定款細則の中に、うちの
クラブはこう決めましたと書いておくのがいい、と前
回の諮問委員会で出た話であります。
　それから会報委員会です。先ほど清水委員長が「更
新がすごく早くなった」と言いました。これはすごく
大事なことなのです。他のクラブのホームページを見
ても更新していない所もたくさんあります。これは、
更新しないと誰も見なくなってしまいます。更新は間
違いなくするようにお願いしたいと思います。
　それから、『ロータリーの友』です。これ、たぶん
雑誌委員会の委員長には早めに『友』が届いていると

思いますので、雑誌
委員会は月に１回で
も読んでもらいたい
記事の１点か２点を
必ず紹介するよう、
みんなに話をしても
らいたいと思いま
す。私の「知らずて

語らず！」ではないですが、ロータリーを知るために
は『友』も大きなリソースになりますので、ぜひお願
いしたいと思います。
　続きまして、会員増強・会員選考・職業分類委員会
につきましてお話をさせてもらいます。私が感じたの
ですが、うちのクラブって 100 をいつも目標にして
いて 100 維持で満足している感じが少しあるのです
けども。やっぱりクラブはいつも拡大していなきゃ駄
目なのですね。私は国際協議会で研修を受けたときも、
日本で会員増強の研修を受けたので、うちのクラブに
当てはまるかどうかわかりませんが、よく小さいクラ
ブで「今年、増強を１名か２名したい」と書いている
クラブありました。セミナーで受けた時は「小さい目
標を立てちゃ駄目ですよ。大きな目標を立ててくださ
い。小さい目標を立てると、誰かがやってくれる、と
なって誰も会員増強を一生懸命やらない」という話な

のです。
　天方会長と話したとき、「100 名ではなく、もう少
し大きい目標を立てよう。釧路クラブは以前、117
名いた時代があった
のです。117 名で
はないけど 110 名
くらいを目指そう」
と。ひとつの方針と
してみんなで考えて
いただきたいと思い
ます。
　なぜ、増強、増強と言うか。2500 地区で新クラブ
ができたのはＥクラブができて５年くらい。その前は
20年前にベイクラブができただけなのです。2500
地区を回ってみて、新クラブを作る体力があるクラブ
はそうないと思います。うちのクラブはやっぱり新ク
ラブを作る方向をぜひ考えていただきたいと思うので
す。それは、ガバナーの一番大きな仕事は「新クラブ
を作れ」と言われています。これは研修受けると必ず
言われます。私のクラブでも、あと５年か 10年の間
にはガバナーは出ると思うのです。そのガバナーが出
るときに、うちのクラブが 130 名、140 名、150 名
になると、そこから分割すると新クラブができやすく
なるのです。会員増強の目標は、もう少し大きな目標
を持ってやっていただきたいと思います。
　会員のなかの一部は「うちのクラブばかりそんなに
大きくなってどうするのだ。そろそろセーブすべき
じゃないか」と言うのです。これは、絶対間違いなの
です。「クラブが勝手に増強を制限してはならない」
と定款に書いていま
すから、絶えず増強
することを考えてい
ただきたいと思いま
す。
　天方会長がこれか
ら例会の時に機会が
あれば「目標は
110 名に」の話をしますので、みんなで増強を考え
ていただきたいと思います。
　職業分類委員会の中で、マローニー会長は「会員増
強で職業分類表を使いなさい」と言っているのです。
でも、ほとんどのクラブが職業分類表の使い方を間
違っているのです。これは「分類表を８月 31日まで
整理したものを出しなさい」と決まっているのです。
それで、分類表はすべての職業を網羅していて、その
中で「自分のクラブの未重点の会員のところに候補者
をいれなさい。自分の街の調査をしなさい」と書いて
いるのです。
　分類表は 51ページに出ています。この分類表作り
で、例えば食品関係は浅川さん、酒類は五明さんと、

これででき上がったのが分類表の完成品ではないので
すよ。この横の空いているところに候補者を入れて完
成品なのです。
　街を調査して例えば、「青果販売、誰か候補者いな

いか」をみんなで考
えて、候補者を埋め
ていくのが分類表の
作り方なのです。そ
の分類表を作って未
重点の候補者を入れ
て、会員候補者の在
庫をたくさん持って

増強しなさいということが一番の考え方なのです。
あるクラブに行きましたら、Aさんは何の仕事、と会
員の職業を分類した表を作っているクラブがありまし
た。これは大間違いです。分類表は未重点のところに
候補者を入れて会員増強の手助けにしなさいというの
が一番の考え方なのです。ですから、うちのクラブで
は未重点のところに人が入っていないのは間違いなの
ですね。
　それから、クラブ研修委員会。これは今年から研修
委員会になりましたけど、マローニーさんは、「退会
する会員が多いのは不十分な知識を持っているから。
ロータリーが分からないから、つまらないから退会し
た」と言っていました。「新入会員の時の研修を一生
懸命やりなさい」と書いていました。うちのクラブも
きちっとやっています。必ずうちのクラブのマニュア
ルを充実して、研修委員が変ってきますが、同じこと
をやっていかないと。「去年の人は 30分で終わった。

今年は何で１時間や
るの」となったら、
これは研修の意味な
くなってしまうので
すね。研修はきちっ
とマニュアルを作っ
てやることがすごく
大事だと思います。

　続きまして、社会奉仕委員会です。社会奉仕の事業
にはいろいろな事業がありますけれど、「社会奉仕事
業の指針」がありまして、「ロータリーは、お金と人
は限りがある。身の丈にあった仕事をしなさい」と書
いているのです。ですから、いろんな事業をやってい
る中で、事業の中身ではなくて絶えず精査して、この
事業が身の丈に合っているのか、初期の目的を達成し
ているのか、クラブに負担がかかっていないかを検証
して、「大きくなった事業をよそに譲りなさい」とか
書いてあります。絶えず、これを見て検証してもらい
たいです。
　クラブを回りますと、「事業やっていると、だんだ
ん大きくなってお金がかかって、クラブの会計を圧迫

するようになり、
値上げせざるをえ
なかった」という
「負の連鎖」の所が
たくさんあるので
す。これは、ロー
タリーは奉仕事業
をやるための団体
ではないといつも考えていかないといけないのです。
　続きまして、職業奉仕委員会。職業奉仕という言葉
はなくなったわけじゃなくて、社会奉仕の中に職業奉
仕が入ったのです。欧米人は、職業奉仕という感覚が
なくて、どうしても財団に行っていますが、職業奉仕
は社会奉仕の中で５大奉仕、４大奉仕の中には生きて
いますので、今までと同じように使ってもらえれば良
いと思います。
　青少年奉仕委員会。今年のこれからの一番の大きな
問題点はこの青少年奉仕委員会になると思います。国
際ロータリーの中の構成員は今までロータリーだけ
だったのです。今度はローターアクトが構成員になっ
てしまいました。まだ会員数にはカウントされていな
いのです。カウントは陣頭分担金を払えばカウントさ
れるのですが、まだいつから取るか決まっていないの
です。ここにも大きな問題なのですがその前に、「来
年度からローターアクトの委員長をＰＥＴＳに参加さ
せなさい」となったのです。そうするとこの費用をど
うするかという問題。主幹クラブが負担することにな
るのか。今年、１名ですけれど来年は四大委員会があ
ると四大委員長が出なければならない。５名の負担に
なると主幹クラブが
大変になるのではな
いかがあって、これ
から目を離せない問
題だなと。人頭分担
金をいつの時からか
取るようになると、
ローターアクトが人
頭分担金を払って、ロータリアンになるかどうかも
やっかいな問題で、それもまた主幹クラブが払えとな
ると二重にお金がかかってきますから、これも結構大
きな問題になってくると思います。
　いずれにしても、来年の松田年度のＰＥＴＳの時に
は、ローターアクターの委員長が参加することになり
ました。
　ライラセミナーについてです。私は、旭川でライラ
セミナーを見てきましたけれど、ライラセミナーの若
者はたいしたものだなと思います。見ず知らずの人た
ちが集まり、突然グループ分けにされて、テーマが発
表になって、みんなでで意見を言い合って次の日の結
論を出す。今年は「地域活性化について」をみんなが

どういうことを考えているか話しました。夜 10時く
らいまでやっているのですよ。それが終わって、ホテ
ルにチェックインして、またグループでみんなで話し
合って、とやっています。大変ハードで、昔は２泊３

日でやっていました
のでかなり時間の余
裕がありましたが、
今はなくなりかなり
大変だったのです。
国際協議会では今年
からローターアク
ターも私たちが 10

人くらいずつガバナーの研修を受けるところに１名か
２名のローターアクトが入ってきて、一緒に研修を受
けるのです。その時にローターアクトはわれわれと同
じテーマをきちっと論理的に説明し、自分の考えを述
べ、反論をしてやっていまして、日本の若者はすごい
なと思いました。休憩の時に聞いたら、「知らない人
たちと一緒に話をするのはライラで経験した」という
ことが多かったです。私は、青少年の事業はなかなか
良い事業をやっていると改めて分かりました。ぜひ、
応援をしたいと思います。
ローターアクトは 30歳が定年ですから、だいたい毎
年会員増強について、会員が苦労しているのです。こ
れはローターアクト自身で会員を増やすことは、難し
いですね。ですから、このロータリークラブが応援し
なきゃ駄目だと思います。釧路クラブでも、これは北

クラブの事業だから
じゃなくて、機会が
あればぜひローター
アクトに参加させる
ようにしてくださ
い。帯広はこれが一
番しっかりしていま
して、会員数は帯広

が一番多いのです。圧倒的に2500地区では多いです。
やっぱり横の連携が取れていて、よくできているなと
思いました。
　あとはそんなになくて、米山奨学会もありません。
嵯峨記念育英会もありません。
　ＳＡＡは大事な委員会で、先ほど西村ＳＡＡ委員長
が言いました「品格」は大事なのです。クラブで例会
をきちっと品格のあるものにするのはＳＡＡの役割で
すから、遠慮しないで行儀悪い人には注意してもらい
たいですね。例会でバッチをしてこない会員がもしい
ましたら、私たちは背広ですから忘れてくることある
のですが、忘れてきた人に対してバッチを売るなりニ
コニコでペナルティー 1,000 円くらい払ってもらう
か、何かしないとバッチをしないで例会に来る確信犯
だとしたら、ご飯食べるだけの会員になってしまいま

すよね。ＳＡＡはＳＡＡとしての品格を持ってやって
いただきたいと思います。
　あと、会計の中身、私は言わないですが、会計とい
うのは会費を絶えず下げる努力をしないといけない。
新しい人が入ってくる時には大変になります。上げる
ことは簡単なのですが、下げるのは大変です。どこに
無駄があるのか、どこの使い方間違っているのか。もっ
と良い方法ないのかを絶えず考えて会費を下げるよう
な努力をしていただきたいと思います。いずれにしま
しても、よくできておりまして、大変立派だと思いま
した。何も言うことありません。
クラブ協議会、こんなに人がいるクラブ協議会はない
のですよ。これ多分、ガバナーが入って来たら相当足
がすくむと思いま
す。私でさえ、知っ
ている人がいました
けれど、何を喋ろう
かなと緊張しました
けど、大変です。
　あとは他のクラブ
を回りました時に、
やっぱりキャッスルさんの食事は圧倒的に素晴らしい
と思いました。食事をする楽しみはすごくありました。
毎日、弁当ばかり食べていますと嫌になっちゃいまし
てね。旭川に西村君と濱谷君と行きました時に、昼に
抜け出してラーメンを食べに行こうとしたら、向こう
の幹事が一生懸命「ここに座ってください」と。結局、
その弁当を食べました。あの時は５泊か６泊しました
が毎日弁当を食べていまして、さすがに嫌な思いをし
ました。うちのクラブは美味しくてよくできていると
思いました。そういう意味では感謝をしたいと思いま
す。
いずれにしましてもリーダークラブであるという自覚
を持っていきたいと思います。他のクラブ、地区も
100 になりたいとみんな言っていました。旭川も帯
広も北見も言っていました。網走も「できればなりた
いけど、まだ無理だ」と言っていました。やっぱり分
区のメジャークラブ、中心クラブは 100 がひとつの
形だと思うのです。東京や京都、大阪というのは
300、400 という会員がいますので、うちはもっと大
きくなってもいいと思います。何とか会員を今年度は
110 名になるようにしていただいて、リーダークラ
ブで行きたいなと思います。
以上でございます。

天方　智順会長
吉田ガバナー、ありがとうございました。
せっかくの機会でご講評ということですが、何か皆さ
んからお聞きしたいことありますかね。恐れ多いです
よね。よろしければ、ないですか。

ないようでしたら、当初の予定にはないですが加納ガ
バナー補佐より少しご意見をいただきたいと思いま
す。ご感想でもいいです。よろしくお願いします。

加納　則好ガバナー補佐
　ただいま、吉田ガバナーがお話されたように恐れ多
くも私ごときが釧路クラブさんのクラブ協議会でうん
ぬんということ、とても申し上げられる雰囲気ではご
ざいません。ましてや、日頃お世話になっている諸先
輩の方がずらっといらっしゃる中で、本当に足がすく
んでおります。
　ただ、改めて思いましたのは、やはり 2500 地区の
リーダークラブという釧路クラブさんとわれわれ第７
分区が一緒の分区だということに改めて、今日誇りに
感じているところです。同じことを分区の８クラブの
皆さんがそう思っていると思います。
　前年度、ＰＥＴＳ開催をされておりまして、私も予
定者だったのですが、非常に印象に残っている素晴ら
しいＰＥＴＳを開催されました。年度が明けてからは、
ガバナーからお話ありましたが 67カ所回られて釧路
クラブの皆さまもいろいろな事業、奉仕事業を抱えて
いるなかで、全部同行されていることで、本当にこれ
は私たちには見えないですが本当に改めて、ご苦労さ
れてきたのだなと感じております。
　そして、来週いよいよ地区大会でございます。ホス
トクラブとしてここまで大変な準備をされてきており
ます。間違いなく大成功に終わることをご祈念したい
と思います。地区大会が終わってもまだ年度が終わり
ません。
　改めて、天方会長そして松井幹事を中心として益々、
クラブのご活躍をご祈念するところでございます。合
わせまして、皆さま方のご健勝をご祈念申し上げまし
て、感想にもなっておりませんが私の話とさせていた
だきます。本当に今日はありがとうございます。

会長謝辞　天方　智順会長
　改めまして謝辞を申し上げたいと思います。
先ほど会長・幹事会でいろんな話をさせていただきま
した。７月から会長を仰せつかりまして、もう 10月
ですからいいとこ馴れてきていると思っている自分
に、まだ早いよ、気を引き締めないといけないところ
があるのでは、と気付きをいただきました。
　そして、宿題もいっぱいいただきました。会員増強
についてもそうです。改めて吉田ガバナーとお話しさ
せていただいて自分が持っている認識の小ささを認識
したところでございます。いろんな宿題をいただきま
した。
　先ほどお話をして、年度がもう走っていますので、
これをやると言えませんが、種をまく、苗を植えると
いうことを心がけて残りの会長任期を全うしたいと思

います。
　今日は本当にありがとうございました。
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会長挨拶　天方　智順会長
 皆さま、こんにちは。
吉田ガバナー、よくぞいらっしゃってくださいました。
お待ち申し上げておりました。

 先ほど、会長・幹
事会でしっかりとお
話させていただきま
した。皆さん、ご存
じのとおりすごくや
りにくいお二人かも
しれません。ガバ
ナーはガバナーで役

目があります。私もクラブ会長として役目があります
からこの設えの中では、きっちりやっていこうと思っ
ています。

挨拶　吉田　潤司ガバナー
　皆さん、こんにち
は。公式訪問では多
くの方に本当にお世
話になってどうもあ
りがとうございまし
た。私も回りまして
65クラブ目くらい
から突然、調子が悪

くなりまして大変ひどい風邪を引きましたが、無事に
66までは終わりました。
　今日はこの釧路クラブに来まして、自分のクラブは
すごく緊張しますね。活動計画書を見させてもらった
のですが、突っつく所がないのですよ。これも大変な
のです。そういう意味では非常に緊張してどんなふう
になるか分からないですが、何とか頑張っていきます。
　私は今日、釧路クラブの吉田ではなくて、ガバナー
の吉田として来ましたので、マローニー会長の考え方
をきちっと伝えないといけない。そういう意味では、
皆さま方に失礼なことを言うかもしれません。これは

私の役が言わせたということでお許しいただきたいと
思います。
　私も 2500 地区を何とか回りましたけれど、やはり
釧路クラブが 2500 地区の中では完成したクラブだと
私は思いました。すべての面でよくできていると思い
ます。
　ただ、上には上があります。私は他の地区のクラブ
は見たことがないですし、いわゆる巨大クラブは見た
ことないですけど、少しでもそれに近づけるように、
私たちも頑張っていきたいと思うし、私はマローニー
さんの考えを含めて、皆さまにいろいろとお話をさせ
てもらいたいと思います。今日はどうぞよろしくお願
いいたします。

挨拶　加納　則好　第７分区ガバナー補佐
　皆さま、こんにち
は。よろしくお願い
いたします。今日は
先ほど会長･幹事会
が終わりまして、こ
れからクラブ協議
会、そして例会と長
時間、皆さまにお世

話になります。よろしくお願いいたします。
ただいま、ガバナーもお話されておりましたが 67箇
所目、ようやくホームグラウンド、ホームクラブに帰っ
てまいりました。先週からこの分区の公式訪問ではご
一緒させていただいていますが、さすがにお疲れが出
たのか、先週の２クラブ、３クラブは本当に大変な体
調の中で無事に公式訪問を終わらせていただきまし
た。本当にお疲れさまでございます。
　釧路クラブ様におかれましては、来週、いよいよ本
番の地区大会ということで、おそらく公式訪問どころ
ではないかもしれません。お付き合いをよろしくお願
いいたします。

 
天方　智順　会長

　それでは、私の方
針を述べたいと思い
ます。簡素に３つの
柱だけを。
　スローガンにあり
ますが「コネクト」
というのはマロー
ニー会長のおっしゃ

る「つながる」という意味のコネクトです。次の「ロー
タリーを良く知って」は吉田ガバナーがおっしゃる「知
らずて語らず！」の「知らずて」をかける言葉でして、
積極的にロータリーに参加してより多くのことを知ろ
うという意味で、この文言を入れさせていただきまし
た。そして「大きな輪」、これは会員拡大のことです。
先ほどの会長・幹事会のなかでもありましたが、もっ
と大きな輪を作らなければいけないと改めて思った次
第です。
一読はしませんが、吉田ガバナーは一読されているこ
とと思いますので、私からは以上とさせていただきま
す。

（各委員会からの発表は事業計画書をご参照下さい）

天方　智順会長
　皆さん、ありがとうございます。一通り、ご説明が
終わりました。吉田潤司ガバナーからご講評をお願い
したいと思います。

ご講評　吉田　潤司　ガバナー
　何もありませんと
言って止めるわけに
はいかないので、頑
張ってみます。
本当にうちのクラブ
はやりにくいです
ね。多くのクラブを
回りました時に、ど

こも最盛時の会員から見て６割ぐらいのクラブが多い
のです。そのくらい会員増強はみんな悩んでいました
から、そこについてはかなりの話ができたのです。う
ちのクラブはそういう点も十分できていますし、やは
り活動計画書も歴史と伝統がありますから、よくでき
ていると思いました。
　でも、それで終わるわけにはいかないものですから、
私は会長基本方針で天方会長にも、先ほどの会長・幹
事会でも、少しお話したのですが、2500 地区を回っ

てきて、やっぱりうちのクラブがどうみてもリーダー
クラブなのですね。2500 地区の中で７分区は私も含
めてガバナーの数が
多い。そういう意味
ではいろいろな意味
でリーダーとしての
面もあります。それ
から、会員数も最盛
時から見てほとんど
変化していない。で
も、他の地区を見ますと旭川クラブでも 120 名が最
盛時にいたというのが、今は 70名を切るぐらいの状
況。帯広も似たようなもので、そういう意味からしま
すと、やっぱり 2500 地区に元気をつけるためには、
うちのクラブの立ち位置を相当考えていかないといけ
ないと思うのです。
　そういう意味で天方会長にお願いをしたのですが、
2500 地区の中の釧路クラブということを強く意識し
てほしいと。釧路クラブの会長ということではなくて、
2500 地区のリーダークラブの会長という意識をもっ
て、殻に閉じこもらずにどうしたらうちのクラブが活
性化するか、2500 地区が活性化するか、を考えてい
ただきたい。アバウトな言い方なのですが、そういう
お願いをしました。
　あとは各委員会の活動です。出席委員会で出席率を
調べてみますと７分区では一番良いのです。よくでき
ていまして一生懸命出席しています。90％超えてい
るクラブはたくさんあるのですが、うちのクラブは
90％を超えていないものですから、ぜひ出席率を高
めてもらいたいのがひとつ。新入会員が入りますと必
ず研修委員会で研修しますけど、「ロータリアンの義
務は出席です」と話をしといて、いざ新人がクラブに
来たら「何だ、出席率良くないじゃないか」という話
になりますので、これは皆さん忙しいからクラブの出
席ができなくても、
釧路市内にはたくさ
んのクラブがあっ
て、Ｅクラブのメー
クアップも簡単にで
きます。Ｅクラブの
ホームページ開を
き、500 円でメーク
アップできます。ぜひメークアップで高めていただき
たいと思います。出席委員会で休みがちの人、休んで
いる人について、折りに触れて出てくれるように柔ら
かくお話をしてもらいたいと思います。
　メークアップの起点が変ったということご存じだと
思います。今までは２週間に１回しかメークアップ使
えなかったのですが、これからは１年に最後の月、６
月に全部を使うことができるようになりました。極端

な場合は５月まで休んでいても、６月いっぱいでメー
クアップを山ほどやると 100％出席になれるのです。
ＲＩは何でこんな方法考えたかよく分からないです

が、そういう方法に
なりました。
　これに「地区とし
て方針をどうするの
ですか」という質問
がありました。クラ
ブの自主性がありま
すから、クラブで今

までと同じように２週間に１回の制度にするとか、今
回から改めて１カ月で補填する制度とかありますけ
ど、地区では方針は決めておりません。釧路クラブも
いろいろな方法とりながら２～３年のうちにどれかひ
とつの方法を取るようにして定款細則の中に、うちの
クラブはこう決めましたと書いておくのがいい、と前
回の諮問委員会で出た話であります。
　それから会報委員会です。先ほど清水委員長が「更
新がすごく早くなった」と言いました。これはすごく
大事なことなのです。他のクラブのホームページを見
ても更新していない所もたくさんあります。これは、
更新しないと誰も見なくなってしまいます。更新は間
違いなくするようにお願いしたいと思います。
　それから、『ロータリーの友』です。これ、たぶん
雑誌委員会の委員長には早めに『友』が届いていると

思いますので、雑誌
委員会は月に１回で
も読んでもらいたい
記事の１点か２点を
必ず紹介するよう、
みんなに話をしても
らいたいと思いま
す。私の「知らずて

語らず！」ではないですが、ロータリーを知るために
は『友』も大きなリソースになりますので、ぜひお願
いしたいと思います。
　続きまして、会員増強・会員選考・職業分類委員会
につきましてお話をさせてもらいます。私が感じたの
ですが、うちのクラブって 100 をいつも目標にして
いて 100 維持で満足している感じが少しあるのです
けども。やっぱりクラブはいつも拡大していなきゃ駄
目なのですね。私は国際協議会で研修を受けたときも、
日本で会員増強の研修を受けたので、うちのクラブに
当てはまるかどうかわかりませんが、よく小さいクラ
ブで「今年、増強を１名か２名したい」と書いている
クラブありました。セミナーで受けた時は「小さい目
標を立てちゃ駄目ですよ。大きな目標を立ててくださ
い。小さい目標を立てると、誰かがやってくれる、と
なって誰も会員増強を一生懸命やらない」という話な

のです。
　天方会長と話したとき、「100 名ではなく、もう少
し大きい目標を立てよう。釧路クラブは以前、117
名いた時代があった
のです。117 名で
はないけど 110 名
くらいを目指そう」
と。ひとつの方針と
してみんなで考えて
いただきたいと思い
ます。
　なぜ、増強、増強と言うか。2500 地区で新クラブ
ができたのはＥクラブができて５年くらい。その前は
20年前にベイクラブができただけなのです。2500
地区を回ってみて、新クラブを作る体力があるクラブ
はそうないと思います。うちのクラブはやっぱり新ク
ラブを作る方向をぜひ考えていただきたいと思うので
す。それは、ガバナーの一番大きな仕事は「新クラブ
を作れ」と言われています。これは研修受けると必ず
言われます。私のクラブでも、あと５年か 10年の間
にはガバナーは出ると思うのです。そのガバナーが出
るときに、うちのクラブが 130 名、140 名、150 名
になると、そこから分割すると新クラブができやすく
なるのです。会員増強の目標は、もう少し大きな目標
を持ってやっていただきたいと思います。
　会員のなかの一部は「うちのクラブばかりそんなに
大きくなってどうするのだ。そろそろセーブすべき
じゃないか」と言うのです。これは、絶対間違いなの
です。「クラブが勝手に増強を制限してはならない」
と定款に書いていま
すから、絶えず増強
することを考えてい
ただきたいと思いま
す。
　天方会長がこれか
ら例会の時に機会が
あれば「目標は
110 名に」の話をしますので、みんなで増強を考え
ていただきたいと思います。
　職業分類委員会の中で、マローニー会長は「会員増
強で職業分類表を使いなさい」と言っているのです。
でも、ほとんどのクラブが職業分類表の使い方を間
違っているのです。これは「分類表を８月 31日まで
整理したものを出しなさい」と決まっているのです。
それで、分類表はすべての職業を網羅していて、その
中で「自分のクラブの未重点の会員のところに候補者
をいれなさい。自分の街の調査をしなさい」と書いて
いるのです。
　分類表は 51ページに出ています。この分類表作り
で、例えば食品関係は浅川さん、酒類は五明さんと、

これででき上がったのが分類表の完成品ではないので
すよ。この横の空いているところに候補者を入れて完
成品なのです。
　街を調査して例えば、「青果販売、誰か候補者いな

いか」をみんなで考
えて、候補者を埋め
ていくのが分類表の
作り方なのです。そ
の分類表を作って未
重点の候補者を入れ
て、会員候補者の在
庫をたくさん持って

増強しなさいということが一番の考え方なのです。
あるクラブに行きましたら、Aさんは何の仕事、と会
員の職業を分類した表を作っているクラブがありまし
た。これは大間違いです。分類表は未重点のところに
候補者を入れて会員増強の手助けにしなさいというの
が一番の考え方なのです。ですから、うちのクラブで
は未重点のところに人が入っていないのは間違いなの
ですね。
　それから、クラブ研修委員会。これは今年から研修
委員会になりましたけど、マローニーさんは、「退会
する会員が多いのは不十分な知識を持っているから。
ロータリーが分からないから、つまらないから退会し
た」と言っていました。「新入会員の時の研修を一生
懸命やりなさい」と書いていました。うちのクラブも
きちっとやっています。必ずうちのクラブのマニュア
ルを充実して、研修委員が変ってきますが、同じこと
をやっていかないと。「去年の人は 30分で終わった。

今年は何で１時間や
るの」となったら、
これは研修の意味な
くなってしまうので
すね。研修はきちっ
とマニュアルを作っ
てやることがすごく
大事だと思います。

　続きまして、社会奉仕委員会です。社会奉仕の事業
にはいろいろな事業がありますけれど、「社会奉仕事
業の指針」がありまして、「ロータリーは、お金と人
は限りがある。身の丈にあった仕事をしなさい」と書
いているのです。ですから、いろんな事業をやってい
る中で、事業の中身ではなくて絶えず精査して、この
事業が身の丈に合っているのか、初期の目的を達成し
ているのか、クラブに負担がかかっていないかを検証
して、「大きくなった事業をよそに譲りなさい」とか
書いてあります。絶えず、これを見て検証してもらい
たいです。
　クラブを回りますと、「事業やっていると、だんだ
ん大きくなってお金がかかって、クラブの会計を圧迫

するようになり、
値上げせざるをえ
なかった」という
「負の連鎖」の所が
たくさんあるので
す。これは、ロー
タリーは奉仕事業
をやるための団体
ではないといつも考えていかないといけないのです。
　続きまして、職業奉仕委員会。職業奉仕という言葉
はなくなったわけじゃなくて、社会奉仕の中に職業奉
仕が入ったのです。欧米人は、職業奉仕という感覚が
なくて、どうしても財団に行っていますが、職業奉仕
は社会奉仕の中で５大奉仕、４大奉仕の中には生きて
いますので、今までと同じように使ってもらえれば良
いと思います。
　青少年奉仕委員会。今年のこれからの一番の大きな
問題点はこの青少年奉仕委員会になると思います。国
際ロータリーの中の構成員は今までロータリーだけ
だったのです。今度はローターアクトが構成員になっ
てしまいました。まだ会員数にはカウントされていな
いのです。カウントは陣頭分担金を払えばカウントさ
れるのですが、まだいつから取るか決まっていないの
です。ここにも大きな問題なのですがその前に、「来
年度からローターアクトの委員長をＰＥＴＳに参加さ
せなさい」となったのです。そうするとこの費用をど
うするかという問題。主幹クラブが負担することにな
るのか。今年、１名ですけれど来年は四大委員会があ
ると四大委員長が出なければならない。５名の負担に
なると主幹クラブが
大変になるのではな
いかがあって、これ
から目を離せない問
題だなと。人頭分担
金をいつの時からか
取るようになると、
ローターアクトが人
頭分担金を払って、ロータリアンになるかどうかも
やっかいな問題で、それもまた主幹クラブが払えとな
ると二重にお金がかかってきますから、これも結構大
きな問題になってくると思います。
　いずれにしても、来年の松田年度のＰＥＴＳの時に
は、ローターアクターの委員長が参加することになり
ました。
　ライラセミナーについてです。私は、旭川でライラ
セミナーを見てきましたけれど、ライラセミナーの若
者はたいしたものだなと思います。見ず知らずの人た
ちが集まり、突然グループ分けにされて、テーマが発
表になって、みんなでで意見を言い合って次の日の結
論を出す。今年は「地域活性化について」をみんなが

どういうことを考えているか話しました。夜 10時く
らいまでやっているのですよ。それが終わって、ホテ
ルにチェックインして、またグループでみんなで話し
合って、とやっています。大変ハードで、昔は２泊３

日でやっていました
のでかなり時間の余
裕がありましたが、
今はなくなりかなり
大変だったのです。
国際協議会では今年
からローターアク
ターも私たちが 10

人くらいずつガバナーの研修を受けるところに１名か
２名のローターアクトが入ってきて、一緒に研修を受
けるのです。その時にローターアクトはわれわれと同
じテーマをきちっと論理的に説明し、自分の考えを述
べ、反論をしてやっていまして、日本の若者はすごい
なと思いました。休憩の時に聞いたら、「知らない人
たちと一緒に話をするのはライラで経験した」という
ことが多かったです。私は、青少年の事業はなかなか
良い事業をやっていると改めて分かりました。ぜひ、
応援をしたいと思います。
ローターアクトは 30歳が定年ですから、だいたい毎
年会員増強について、会員が苦労しているのです。こ
れはローターアクト自身で会員を増やすことは、難し
いですね。ですから、このロータリークラブが応援し
なきゃ駄目だと思います。釧路クラブでも、これは北

クラブの事業だから
じゃなくて、機会が
あればぜひローター
アクトに参加させる
ようにしてくださ
い。帯広はこれが一
番しっかりしていま
して、会員数は帯広

が一番多いのです。圧倒的に2500地区では多いです。
やっぱり横の連携が取れていて、よくできているなと
思いました。
　あとはそんなになくて、米山奨学会もありません。
嵯峨記念育英会もありません。
　ＳＡＡは大事な委員会で、先ほど西村ＳＡＡ委員長
が言いました「品格」は大事なのです。クラブで例会
をきちっと品格のあるものにするのはＳＡＡの役割で
すから、遠慮しないで行儀悪い人には注意してもらい
たいですね。例会でバッチをしてこない会員がもしい
ましたら、私たちは背広ですから忘れてくることある
のですが、忘れてきた人に対してバッチを売るなりニ
コニコでペナルティー 1,000 円くらい払ってもらう
か、何かしないとバッチをしないで例会に来る確信犯
だとしたら、ご飯食べるだけの会員になってしまいま

すよね。ＳＡＡはＳＡＡとしての品格を持ってやって
いただきたいと思います。
　あと、会計の中身、私は言わないですが、会計とい
うのは会費を絶えず下げる努力をしないといけない。
新しい人が入ってくる時には大変になります。上げる
ことは簡単なのですが、下げるのは大変です。どこに
無駄があるのか、どこの使い方間違っているのか。もっ
と良い方法ないのかを絶えず考えて会費を下げるよう
な努力をしていただきたいと思います。いずれにしま
しても、よくできておりまして、大変立派だと思いま
した。何も言うことありません。
クラブ協議会、こんなに人がいるクラブ協議会はない
のですよ。これ多分、ガバナーが入って来たら相当足
がすくむと思いま
す。私でさえ、知っ
ている人がいました
けれど、何を喋ろう
かなと緊張しました
けど、大変です。
　あとは他のクラブ
を回りました時に、
やっぱりキャッスルさんの食事は圧倒的に素晴らしい
と思いました。食事をする楽しみはすごくありました。
毎日、弁当ばかり食べていますと嫌になっちゃいまし
てね。旭川に西村君と濱谷君と行きました時に、昼に
抜け出してラーメンを食べに行こうとしたら、向こう
の幹事が一生懸命「ここに座ってください」と。結局、
その弁当を食べました。あの時は５泊か６泊しました
が毎日弁当を食べていまして、さすがに嫌な思いをし
ました。うちのクラブは美味しくてよくできていると
思いました。そういう意味では感謝をしたいと思いま
す。
いずれにしましてもリーダークラブであるという自覚
を持っていきたいと思います。他のクラブ、地区も
100 になりたいとみんな言っていました。旭川も帯
広も北見も言っていました。網走も「できればなりた
いけど、まだ無理だ」と言っていました。やっぱり分
区のメジャークラブ、中心クラブは 100 がひとつの
形だと思うのです。東京や京都、大阪というのは
300、400 という会員がいますので、うちはもっと大
きくなってもいいと思います。何とか会員を今年度は
110 名になるようにしていただいて、リーダークラ
ブで行きたいなと思います。
以上でございます。

天方　智順会長
吉田ガバナー、ありがとうございました。
せっかくの機会でご講評ということですが、何か皆さ
んからお聞きしたいことありますかね。恐れ多いです
よね。よろしければ、ないですか。

ないようでしたら、当初の予定にはないですが加納ガ
バナー補佐より少しご意見をいただきたいと思いま
す。ご感想でもいいです。よろしくお願いします。

加納　則好ガバナー補佐
　ただいま、吉田ガバナーがお話されたように恐れ多
くも私ごときが釧路クラブさんのクラブ協議会でうん
ぬんということ、とても申し上げられる雰囲気ではご
ざいません。ましてや、日頃お世話になっている諸先
輩の方がずらっといらっしゃる中で、本当に足がすく
んでおります。
　ただ、改めて思いましたのは、やはり 2500 地区の
リーダークラブという釧路クラブさんとわれわれ第７
分区が一緒の分区だということに改めて、今日誇りに
感じているところです。同じことを分区の８クラブの
皆さんがそう思っていると思います。
　前年度、ＰＥＴＳ開催をされておりまして、私も予
定者だったのですが、非常に印象に残っている素晴ら
しいＰＥＴＳを開催されました。年度が明けてからは、
ガバナーからお話ありましたが 67カ所回られて釧路
クラブの皆さまもいろいろな事業、奉仕事業を抱えて
いるなかで、全部同行されていることで、本当にこれ
は私たちには見えないですが本当に改めて、ご苦労さ
れてきたのだなと感じております。
　そして、来週いよいよ地区大会でございます。ホス
トクラブとしてここまで大変な準備をされてきており
ます。間違いなく大成功に終わることをご祈念したい
と思います。地区大会が終わってもまだ年度が終わり
ません。
　改めて、天方会長そして松井幹事を中心として益々、
クラブのご活躍をご祈念するところでございます。合
わせまして、皆さま方のご健勝をご祈念申し上げまし
て、感想にもなっておりませんが私の話とさせていた
だきます。本当に今日はありがとうございます。

会長謝辞　天方　智順会長
　改めまして謝辞を申し上げたいと思います。
先ほど会長・幹事会でいろんな話をさせていただきま
した。７月から会長を仰せつかりまして、もう 10月
ですからいいとこ馴れてきていると思っている自分
に、まだ早いよ、気を引き締めないといけないところ
があるのでは、と気付きをいただきました。
　そして、宿題もいっぱいいただきました。会員増強
についてもそうです。改めて吉田ガバナーとお話しさ
せていただいて自分が持っている認識の小ささを認識
したところでございます。いろんな宿題をいただきま
した。
　先ほどお話をして、年度がもう走っていますので、
これをやると言えませんが、種をまく、苗を植えると
いうことを心がけて残りの会長任期を全うしたいと思

います。
　今日は本当にありがとうございました。



6

会長挨拶　天方　智順会長
 皆さま、こんにちは。
吉田ガバナー、よくぞいらっしゃってくださいました。
お待ち申し上げておりました。

 先ほど、会長・幹
事会でしっかりとお
話させていただきま
した。皆さん、ご存
じのとおりすごくや
りにくいお二人かも
しれません。ガバ
ナーはガバナーで役

目があります。私もクラブ会長として役目があります
からこの設えの中では、きっちりやっていこうと思っ
ています。

挨拶　吉田　潤司ガバナー
　皆さん、こんにち
は。公式訪問では多
くの方に本当にお世
話になってどうもあ
りがとうございまし
た。私も回りまして
65クラブ目くらい
から突然、調子が悪

くなりまして大変ひどい風邪を引きましたが、無事に
66までは終わりました。
　今日はこの釧路クラブに来まして、自分のクラブは
すごく緊張しますね。活動計画書を見させてもらった
のですが、突っつく所がないのですよ。これも大変な
のです。そういう意味では非常に緊張してどんなふう
になるか分からないですが、何とか頑張っていきます。
　私は今日、釧路クラブの吉田ではなくて、ガバナー
の吉田として来ましたので、マローニー会長の考え方
をきちっと伝えないといけない。そういう意味では、
皆さま方に失礼なことを言うかもしれません。これは

私の役が言わせたということでお許しいただきたいと
思います。
　私も 2500 地区を何とか回りましたけれど、やはり
釧路クラブが 2500 地区の中では完成したクラブだと
私は思いました。すべての面でよくできていると思い
ます。
　ただ、上には上があります。私は他の地区のクラブ
は見たことがないですし、いわゆる巨大クラブは見た
ことないですけど、少しでもそれに近づけるように、
私たちも頑張っていきたいと思うし、私はマローニー
さんの考えを含めて、皆さまにいろいろとお話をさせ
てもらいたいと思います。今日はどうぞよろしくお願
いいたします。

挨拶　加納　則好　第７分区ガバナー補佐
　皆さま、こんにち
は。よろしくお願い
いたします。今日は
先ほど会長･幹事会
が終わりまして、こ
れからクラブ協議
会、そして例会と長
時間、皆さまにお世

話になります。よろしくお願いいたします。
ただいま、ガバナーもお話されておりましたが 67箇
所目、ようやくホームグラウンド、ホームクラブに帰っ
てまいりました。先週からこの分区の公式訪問ではご
一緒させていただいていますが、さすがにお疲れが出
たのか、先週の２クラブ、３クラブは本当に大変な体
調の中で無事に公式訪問を終わらせていただきまし
た。本当にお疲れさまでございます。
　釧路クラブ様におかれましては、来週、いよいよ本
番の地区大会ということで、おそらく公式訪問どころ
ではないかもしれません。お付き合いをよろしくお願
いいたします。

 
天方　智順　会長

　それでは、私の方
針を述べたいと思い
ます。簡素に３つの
柱だけを。
　スローガンにあり
ますが「コネクト」
というのはマロー
ニー会長のおっしゃ

る「つながる」という意味のコネクトです。次の「ロー
タリーを良く知って」は吉田ガバナーがおっしゃる「知
らずて語らず！」の「知らずて」をかける言葉でして、
積極的にロータリーに参加してより多くのことを知ろ
うという意味で、この文言を入れさせていただきまし
た。そして「大きな輪」、これは会員拡大のことです。
先ほどの会長・幹事会のなかでもありましたが、もっ
と大きな輪を作らなければいけないと改めて思った次
第です。
一読はしませんが、吉田ガバナーは一読されているこ
とと思いますので、私からは以上とさせていただきま
す。

（各委員会からの発表は事業計画書をご参照下さい）

天方　智順会長
　皆さん、ありがとうございます。一通り、ご説明が
終わりました。吉田潤司ガバナーからご講評をお願い
したいと思います。

ご講評　吉田　潤司　ガバナー
　何もありませんと
言って止めるわけに
はいかないので、頑
張ってみます。
本当にうちのクラブ
はやりにくいです
ね。多くのクラブを
回りました時に、ど

こも最盛時の会員から見て６割ぐらいのクラブが多い
のです。そのくらい会員増強はみんな悩んでいました
から、そこについてはかなりの話ができたのです。う
ちのクラブはそういう点も十分できていますし、やは
り活動計画書も歴史と伝統がありますから、よくでき
ていると思いました。
　でも、それで終わるわけにはいかないものですから、
私は会長基本方針で天方会長にも、先ほどの会長・幹
事会でも、少しお話したのですが、2500 地区を回っ

てきて、やっぱりうちのクラブがどうみてもリーダー
クラブなのですね。2500 地区の中で７分区は私も含
めてガバナーの数が
多い。そういう意味
ではいろいろな意味
でリーダーとしての
面もあります。それ
から、会員数も最盛
時から見てほとんど
変化していない。で
も、他の地区を見ますと旭川クラブでも 120 名が最
盛時にいたというのが、今は 70名を切るぐらいの状
況。帯広も似たようなもので、そういう意味からしま
すと、やっぱり 2500 地区に元気をつけるためには、
うちのクラブの立ち位置を相当考えていかないといけ
ないと思うのです。
　そういう意味で天方会長にお願いをしたのですが、
2500 地区の中の釧路クラブということを強く意識し
てほしいと。釧路クラブの会長ということではなくて、
2500 地区のリーダークラブの会長という意識をもっ
て、殻に閉じこもらずにどうしたらうちのクラブが活
性化するか、2500 地区が活性化するか、を考えてい
ただきたい。アバウトな言い方なのですが、そういう
お願いをしました。
　あとは各委員会の活動です。出席委員会で出席率を
調べてみますと７分区では一番良いのです。よくでき
ていまして一生懸命出席しています。90％超えてい
るクラブはたくさんあるのですが、うちのクラブは
90％を超えていないものですから、ぜひ出席率を高
めてもらいたいのがひとつ。新入会員が入りますと必
ず研修委員会で研修しますけど、「ロータリアンの義
務は出席です」と話をしといて、いざ新人がクラブに
来たら「何だ、出席率良くないじゃないか」という話
になりますので、これは皆さん忙しいからクラブの出
席ができなくても、
釧路市内にはたくさ
んのクラブがあっ
て、Ｅクラブのメー
クアップも簡単にで
きます。Ｅクラブの
ホームページ開を
き、500 円でメーク
アップできます。ぜひメークアップで高めていただき
たいと思います。出席委員会で休みがちの人、休んで
いる人について、折りに触れて出てくれるように柔ら
かくお話をしてもらいたいと思います。
　メークアップの起点が変ったということご存じだと
思います。今までは２週間に１回しかメークアップ使
えなかったのですが、これからは１年に最後の月、６
月に全部を使うことができるようになりました。極端

な場合は５月まで休んでいても、６月いっぱいでメー
クアップを山ほどやると 100％出席になれるのです。
ＲＩは何でこんな方法考えたかよく分からないです

が、そういう方法に
なりました。
　これに「地区とし
て方針をどうするの
ですか」という質問
がありました。クラ
ブの自主性がありま
すから、クラブで今

までと同じように２週間に１回の制度にするとか、今
回から改めて１カ月で補填する制度とかありますけ
ど、地区では方針は決めておりません。釧路クラブも
いろいろな方法とりながら２～３年のうちにどれかひ
とつの方法を取るようにして定款細則の中に、うちの
クラブはこう決めましたと書いておくのがいい、と前
回の諮問委員会で出た話であります。
　それから会報委員会です。先ほど清水委員長が「更
新がすごく早くなった」と言いました。これはすごく
大事なことなのです。他のクラブのホームページを見
ても更新していない所もたくさんあります。これは、
更新しないと誰も見なくなってしまいます。更新は間
違いなくするようにお願いしたいと思います。
　それから、『ロータリーの友』です。これ、たぶん
雑誌委員会の委員長には早めに『友』が届いていると

思いますので、雑誌
委員会は月に１回で
も読んでもらいたい
記事の１点か２点を
必ず紹介するよう、
みんなに話をしても
らいたいと思いま
す。私の「知らずて

語らず！」ではないですが、ロータリーを知るために
は『友』も大きなリソースになりますので、ぜひお願
いしたいと思います。
　続きまして、会員増強・会員選考・職業分類委員会
につきましてお話をさせてもらいます。私が感じたの
ですが、うちのクラブって 100 をいつも目標にして
いて 100 維持で満足している感じが少しあるのです
けども。やっぱりクラブはいつも拡大していなきゃ駄
目なのですね。私は国際協議会で研修を受けたときも、
日本で会員増強の研修を受けたので、うちのクラブに
当てはまるかどうかわかりませんが、よく小さいクラ
ブで「今年、増強を１名か２名したい」と書いている
クラブありました。セミナーで受けた時は「小さい目
標を立てちゃ駄目ですよ。大きな目標を立ててくださ
い。小さい目標を立てると、誰かがやってくれる、と
なって誰も会員増強を一生懸命やらない」という話な

のです。
　天方会長と話したとき、「100 名ではなく、もう少
し大きい目標を立てよう。釧路クラブは以前、117
名いた時代があった
のです。117 名で
はないけど 110 名
くらいを目指そう」
と。ひとつの方針と
してみんなで考えて
いただきたいと思い
ます。
　なぜ、増強、増強と言うか。2500 地区で新クラブ
ができたのはＥクラブができて５年くらい。その前は
20年前にベイクラブができただけなのです。2500
地区を回ってみて、新クラブを作る体力があるクラブ
はそうないと思います。うちのクラブはやっぱり新ク
ラブを作る方向をぜひ考えていただきたいと思うので
す。それは、ガバナーの一番大きな仕事は「新クラブ
を作れ」と言われています。これは研修受けると必ず
言われます。私のクラブでも、あと５年か 10年の間
にはガバナーは出ると思うのです。そのガバナーが出
るときに、うちのクラブが 130 名、140 名、150 名
になると、そこから分割すると新クラブができやすく
なるのです。会員増強の目標は、もう少し大きな目標
を持ってやっていただきたいと思います。
　会員のなかの一部は「うちのクラブばかりそんなに
大きくなってどうするのだ。そろそろセーブすべき
じゃないか」と言うのです。これは、絶対間違いなの
です。「クラブが勝手に増強を制限してはならない」
と定款に書いていま
すから、絶えず増強
することを考えてい
ただきたいと思いま
す。
　天方会長がこれか
ら例会の時に機会が
あれば「目標は
110 名に」の話をしますので、みんなで増強を考え
ていただきたいと思います。
　職業分類委員会の中で、マローニー会長は「会員増
強で職業分類表を使いなさい」と言っているのです。
でも、ほとんどのクラブが職業分類表の使い方を間
違っているのです。これは「分類表を８月 31日まで
整理したものを出しなさい」と決まっているのです。
それで、分類表はすべての職業を網羅していて、その
中で「自分のクラブの未重点の会員のところに候補者
をいれなさい。自分の街の調査をしなさい」と書いて
いるのです。
　分類表は 51ページに出ています。この分類表作り
で、例えば食品関係は浅川さん、酒類は五明さんと、

これででき上がったのが分類表の完成品ではないので
すよ。この横の空いているところに候補者を入れて完
成品なのです。
　街を調査して例えば、「青果販売、誰か候補者いな

いか」をみんなで考
えて、候補者を埋め
ていくのが分類表の
作り方なのです。そ
の分類表を作って未
重点の候補者を入れ
て、会員候補者の在
庫をたくさん持って

増強しなさいということが一番の考え方なのです。
あるクラブに行きましたら、Aさんは何の仕事、と会
員の職業を分類した表を作っているクラブがありまし
た。これは大間違いです。分類表は未重点のところに
候補者を入れて会員増強の手助けにしなさいというの
が一番の考え方なのです。ですから、うちのクラブで
は未重点のところに人が入っていないのは間違いなの
ですね。
　それから、クラブ研修委員会。これは今年から研修
委員会になりましたけど、マローニーさんは、「退会
する会員が多いのは不十分な知識を持っているから。
ロータリーが分からないから、つまらないから退会し
た」と言っていました。「新入会員の時の研修を一生
懸命やりなさい」と書いていました。うちのクラブも
きちっとやっています。必ずうちのクラブのマニュア
ルを充実して、研修委員が変ってきますが、同じこと
をやっていかないと。「去年の人は 30分で終わった。

今年は何で１時間や
るの」となったら、
これは研修の意味な
くなってしまうので
すね。研修はきちっ
とマニュアルを作っ
てやることがすごく
大事だと思います。

　続きまして、社会奉仕委員会です。社会奉仕の事業
にはいろいろな事業がありますけれど、「社会奉仕事
業の指針」がありまして、「ロータリーは、お金と人
は限りがある。身の丈にあった仕事をしなさい」と書
いているのです。ですから、いろんな事業をやってい
る中で、事業の中身ではなくて絶えず精査して、この
事業が身の丈に合っているのか、初期の目的を達成し
ているのか、クラブに負担がかかっていないかを検証
して、「大きくなった事業をよそに譲りなさい」とか
書いてあります。絶えず、これを見て検証してもらい
たいです。
　クラブを回りますと、「事業やっていると、だんだ
ん大きくなってお金がかかって、クラブの会計を圧迫

するようになり、
値上げせざるをえ
なかった」という
「負の連鎖」の所が
たくさんあるので
す。これは、ロー
タリーは奉仕事業
をやるための団体
ではないといつも考えていかないといけないのです。
　続きまして、職業奉仕委員会。職業奉仕という言葉
はなくなったわけじゃなくて、社会奉仕の中に職業奉
仕が入ったのです。欧米人は、職業奉仕という感覚が
なくて、どうしても財団に行っていますが、職業奉仕
は社会奉仕の中で５大奉仕、４大奉仕の中には生きて
いますので、今までと同じように使ってもらえれば良
いと思います。
　青少年奉仕委員会。今年のこれからの一番の大きな
問題点はこの青少年奉仕委員会になると思います。国
際ロータリーの中の構成員は今までロータリーだけ
だったのです。今度はローターアクトが構成員になっ
てしまいました。まだ会員数にはカウントされていな
いのです。カウントは陣頭分担金を払えばカウントさ
れるのですが、まだいつから取るか決まっていないの
です。ここにも大きな問題なのですがその前に、「来
年度からローターアクトの委員長をＰＥＴＳに参加さ
せなさい」となったのです。そうするとこの費用をど
うするかという問題。主幹クラブが負担することにな
るのか。今年、１名ですけれど来年は四大委員会があ
ると四大委員長が出なければならない。５名の負担に
なると主幹クラブが
大変になるのではな
いかがあって、これ
から目を離せない問
題だなと。人頭分担
金をいつの時からか
取るようになると、
ローターアクトが人
頭分担金を払って、ロータリアンになるかどうかも
やっかいな問題で、それもまた主幹クラブが払えとな
ると二重にお金がかかってきますから、これも結構大
きな問題になってくると思います。
　いずれにしても、来年の松田年度のＰＥＴＳの時に
は、ローターアクターの委員長が参加することになり
ました。
　ライラセミナーについてです。私は、旭川でライラ
セミナーを見てきましたけれど、ライラセミナーの若
者はたいしたものだなと思います。見ず知らずの人た
ちが集まり、突然グループ分けにされて、テーマが発
表になって、みんなでで意見を言い合って次の日の結
論を出す。今年は「地域活性化について」をみんなが

どういうことを考えているか話しました。夜 10時く
らいまでやっているのですよ。それが終わって、ホテ
ルにチェックインして、またグループでみんなで話し
合って、とやっています。大変ハードで、昔は２泊３

日でやっていました
のでかなり時間の余
裕がありましたが、
今はなくなりかなり
大変だったのです。
国際協議会では今年
からローターアク
ターも私たちが 10

人くらいずつガバナーの研修を受けるところに１名か
２名のローターアクトが入ってきて、一緒に研修を受
けるのです。その時にローターアクトはわれわれと同
じテーマをきちっと論理的に説明し、自分の考えを述
べ、反論をしてやっていまして、日本の若者はすごい
なと思いました。休憩の時に聞いたら、「知らない人
たちと一緒に話をするのはライラで経験した」という
ことが多かったです。私は、青少年の事業はなかなか
良い事業をやっていると改めて分かりました。ぜひ、
応援をしたいと思います。
ローターアクトは 30歳が定年ですから、だいたい毎
年会員増強について、会員が苦労しているのです。こ
れはローターアクト自身で会員を増やすことは、難し
いですね。ですから、このロータリークラブが応援し
なきゃ駄目だと思います。釧路クラブでも、これは北

クラブの事業だから
じゃなくて、機会が
あればぜひローター
アクトに参加させる
ようにしてくださ
い。帯広はこれが一
番しっかりしていま
して、会員数は帯広

が一番多いのです。圧倒的に2500地区では多いです。
やっぱり横の連携が取れていて、よくできているなと
思いました。
　あとはそんなになくて、米山奨学会もありません。
嵯峨記念育英会もありません。
　ＳＡＡは大事な委員会で、先ほど西村ＳＡＡ委員長
が言いました「品格」は大事なのです。クラブで例会
をきちっと品格のあるものにするのはＳＡＡの役割で
すから、遠慮しないで行儀悪い人には注意してもらい
たいですね。例会でバッチをしてこない会員がもしい
ましたら、私たちは背広ですから忘れてくることある
のですが、忘れてきた人に対してバッチを売るなりニ
コニコでペナルティー 1,000 円くらい払ってもらう
か、何かしないとバッチをしないで例会に来る確信犯
だとしたら、ご飯食べるだけの会員になってしまいま

すよね。ＳＡＡはＳＡＡとしての品格を持ってやって
いただきたいと思います。
　あと、会計の中身、私は言わないですが、会計とい
うのは会費を絶えず下げる努力をしないといけない。
新しい人が入ってくる時には大変になります。上げる
ことは簡単なのですが、下げるのは大変です。どこに
無駄があるのか、どこの使い方間違っているのか。もっ
と良い方法ないのかを絶えず考えて会費を下げるよう
な努力をしていただきたいと思います。いずれにしま
しても、よくできておりまして、大変立派だと思いま
した。何も言うことありません。
クラブ協議会、こんなに人がいるクラブ協議会はない
のですよ。これ多分、ガバナーが入って来たら相当足
がすくむと思いま
す。私でさえ、知っ
ている人がいました
けれど、何を喋ろう
かなと緊張しました
けど、大変です。
　あとは他のクラブ
を回りました時に、
やっぱりキャッスルさんの食事は圧倒的に素晴らしい
と思いました。食事をする楽しみはすごくありました。
毎日、弁当ばかり食べていますと嫌になっちゃいまし
てね。旭川に西村君と濱谷君と行きました時に、昼に
抜け出してラーメンを食べに行こうとしたら、向こう
の幹事が一生懸命「ここに座ってください」と。結局、
その弁当を食べました。あの時は５泊か６泊しました
が毎日弁当を食べていまして、さすがに嫌な思いをし
ました。うちのクラブは美味しくてよくできていると
思いました。そういう意味では感謝をしたいと思いま
す。
いずれにしましてもリーダークラブであるという自覚
を持っていきたいと思います。他のクラブ、地区も
100 になりたいとみんな言っていました。旭川も帯
広も北見も言っていました。網走も「できればなりた
いけど、まだ無理だ」と言っていました。やっぱり分
区のメジャークラブ、中心クラブは 100 がひとつの
形だと思うのです。東京や京都、大阪というのは
300、400 という会員がいますので、うちはもっと大
きくなってもいいと思います。何とか会員を今年度は
110 名になるようにしていただいて、リーダークラ
ブで行きたいなと思います。
以上でございます。

天方　智順会長
吉田ガバナー、ありがとうございました。
せっかくの機会でご講評ということですが、何か皆さ
んからお聞きしたいことありますかね。恐れ多いです
よね。よろしければ、ないですか。

ないようでしたら、当初の予定にはないですが加納ガ
バナー補佐より少しご意見をいただきたいと思いま
す。ご感想でもいいです。よろしくお願いします。

加納　則好ガバナー補佐
　ただいま、吉田ガバナーがお話されたように恐れ多
くも私ごときが釧路クラブさんのクラブ協議会でうん
ぬんということ、とても申し上げられる雰囲気ではご
ざいません。ましてや、日頃お世話になっている諸先
輩の方がずらっといらっしゃる中で、本当に足がすく
んでおります。
　ただ、改めて思いましたのは、やはり 2500 地区の
リーダークラブという釧路クラブさんとわれわれ第７
分区が一緒の分区だということに改めて、今日誇りに
感じているところです。同じことを分区の８クラブの
皆さんがそう思っていると思います。
　前年度、ＰＥＴＳ開催をされておりまして、私も予
定者だったのですが、非常に印象に残っている素晴ら
しいＰＥＴＳを開催されました。年度が明けてからは、
ガバナーからお話ありましたが 67カ所回られて釧路
クラブの皆さまもいろいろな事業、奉仕事業を抱えて
いるなかで、全部同行されていることで、本当にこれ
は私たちには見えないですが本当に改めて、ご苦労さ
れてきたのだなと感じております。
　そして、来週いよいよ地区大会でございます。ホス
トクラブとしてここまで大変な準備をされてきており
ます。間違いなく大成功に終わることをご祈念したい
と思います。地区大会が終わってもまだ年度が終わり
ません。
　改めて、天方会長そして松井幹事を中心として益々、
クラブのご活躍をご祈念するところでございます。合
わせまして、皆さま方のご健勝をご祈念申し上げまし
て、感想にもなっておりませんが私の話とさせていた
だきます。本当に今日はありがとうございます。

会長謝辞　天方　智順会長
　改めまして謝辞を申し上げたいと思います。
先ほど会長・幹事会でいろんな話をさせていただきま
した。７月から会長を仰せつかりまして、もう 10月
ですからいいとこ馴れてきていると思っている自分
に、まだ早いよ、気を引き締めないといけないところ
があるのでは、と気付きをいただきました。
　そして、宿題もいっぱいいただきました。会員増強
についてもそうです。改めて吉田ガバナーとお話しさ
せていただいて自分が持っている認識の小ささを認識
したところでございます。いろんな宿題をいただきま
した。
　先ほどお話をして、年度がもう走っていますので、
これをやると言えませんが、種をまく、苗を植えると
いうことを心がけて残りの会長任期を全うしたいと思

います。
　今日は本当にありがとうございました。
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